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We  love  peace  and  good  health・・・.  OYAMA  CITY

水と緑と大地のゆたかなまち……小山市
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ホームページ　http:/ /www.city.oyama.tochigi.jp/
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電話番号　0285-23-1111（小山市役所　代表番号）

スマホで広報おやま
が読めます
QR コードを読み込
み、アプリ「マチイロ」
をダウンロード

「小山市
  facebook」
おやまの最新情報
を随時配信中 !!

城南地区の人口増加に伴う児童数の増加に対応し、この4月、
小山市では35年ぶりに新設小学校「東城南小学校」が開校。
約600人の児童が通います。全国トップレベルの「ICT教育」
を目指すとともに、グローバル化に対応するため英語教育に
も力を入れていきます。

35年ぶりに新設小学校

「東城南小学校」開校



【
新
年
度
予
算
の
使
い
道
】

　
新
規
事
業
の
中
か
ら
、
主
な
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。

※
（
　
）
は
担
当
課
。
予
算
額
は
千
円
単

位
を
四
捨
五
入

１
．
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
・

健
康
づ
く
り
・
医
療
・
保
健
・
ス
ポ
ー

ツ
・
教
育
・
福
祉
対
策
の
推
進

●
新
庁
舎
整
備
事
業
（
総
合
政
策
課
）

49
億
８
，
５
９
２
万
円

　
今
後
予
想
さ
れ
る
災
害
へ
の
対
応
等
を

含
め
、
市
民
の
安
全
を
守
る
拠
点
施
設
と

す
る
と
と
も
に
、
分
散
化
し
た
庁
舎
の
集

約
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び

行
政
事
務
の
効
率
化
を
実
現
し
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
施
設
と
し
、
並
び
に
市
民

参
画
の
下
、
広
く
市
民
が
集
い
、
交
流
で

き
る
身
近
な
市
民
活
動
拠
点
と
し
て
の
施

設
と
す
る
た
め
、
現
在
地
へ
の
新
庁
舎
建

替
え
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
平
成
31
年
度
は
、
平
成
30
年
度
に
決
定

し
た
「
小
山
市
役
所
新
庁
舎 

基
本
設
計
」

に
続
き
、
よ
り
詳
細
な
設
計
を
行
う
「
実

施
設
計
」
を
取
り
ま
と
め
、
新
庁
舎
の
建

設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

●
排
水
強
化
対
策
事
業
（
建
設
政
策
課
・

農
村
整
備
課
） 

６
，
８
２
７
万
円

　「
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」

に
よ
り
、
豊
穂
川
・
杣
井
木
川
流
域
で
発

生
し
た
浸
水
被
害
を
契
機
に
、
浸
水
被
害

軽
減
に
よ
る
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
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特別会計の予算額
国民健康保険（事業勘定） 171 億 8,100 万円 栃木県南地方卸売市場 5,460 万円

介護保険 110 億 7,900 万円 与良川水系湛水防除事業 4,770 万円

後期高齢者医療 17 億 1,500 万円 小山東部第二工業団地造成事業 1 億 9,540 万円

病院事業債管理事業 8 億 4,300 万円 テクノパーク小山南部造成事業 4 億 9,790 万円

墓園やすらぎの森事業 5,390 万円 公共用地先行取得事業 910 万円

企業会計の予算額

水
道
事
業

収
益
的

収入 30 億 1,756.2 万円

支出 24 億 6,892.6 万円

資
本
的

収入 2,088.1 万円

支出 12 億 4,955.5 万円

下
水
道
事
業

収
益
的

収入 47 億 6,847.2 万円

支出 44 億 7,933.3 万円

資
本
的

収入 25 億 4,805.6 万円

支出 41 億 6,674.8 万円

一般会計の予算額
（　）内は前年度の割合

新年度予算総額 644 億円（前年度比 7.6％増）を計上

市税
293 億 9,784.4 万円
45.6％（48.0％）

諸収入
44 億 8,308.7 万円
7.0％（8.8％）その他の自主財源

24億 5,509.7 万円
3.8％（4.4％）

国庫支出金
90 億 5,493.8 万円
14.1％（12.9％）

市債
83 億 2,570 万円
12.9％（8.8％）

県支出金
44 億 4,698.4 万円
6.9％（7.3％）

地方消費税交付金
35億 7,000 万円
5.5％（5.6％）

歳出
644 億円

民生費
210 億 4,557.1 万円
32.7％（32.2％）

土木費
67 億 735.5 万円
10.4％（11.3％）

公債費
58 億 1,774 万円
9.0％（10.7％）

総務費
112 億 6,372.5 万円
17.5％（10.0％）

衛生費
56 億 1,973.1 万円
8.7％（9.3％）

商工費
44 億 4,512.9 万円
6.9％（9.1％）

教育費
50 億 5,479.6 万円
7.9％（8.7％）

消防費
19 億 8,165.9 万円
3.1％（3.4％）

その他
7億 6,005 万円
1.2％（1.4％）

歳入
644 億円

義務的経費
281 億 5,524.7 万円
43.7％（46.5％）

投資的経費
102 億 4,199.7 万円
15.9％（11.7％）

その他
260 億 275.6 万円
40.4％（41.8％）

自主財源
363 億 3,602.8 万円
56.4％（61.2％）

依存財源
280 億 6,397.2 万円
43.6％（38.8％）

農林水産業費
17億 424.4 万円
2.6％（3.9％）

地方交付税
9億 1,500 万円
1.4％（2.2％）

その他の依存財源
17億 5,135 万円
2.8％（2.0％）

問財政改革課☎22-9332・9333平成 31（2019）年度当初予算
～新庁舎着工、35年ぶり新設小開校、幼児教育・保育の無償化等に
　よる子育て応援、多文化共生社会推進の過去最大積極予算～



の
実
現
」
を
図
る
た
め
、
排
水
強
化
対
策

を
実
施
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
は
、
河
道
設
計
（
一
級
河

川
化
豊
穂
川)

、
輪
中
堤
用
地
測
量(

杣
井

木
川)

、
水
位
監
視
カ
メ
ラ(

杣
井
木
排
水

機
場
、
杣
井
木
泉
橋
、
石
ノ
上
橋
、
新
間

中
橋
）、準
用
河
川
化
基
本
計
画
策
定
（
小

山
栃
木･

立
木
排
水
路
）
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

●
地
域
防
災
強
化
事
業
（
危
機
管
理
課
）

２
，
７
３
６
万
円

　
小
山
市
地
域
防
災
計
画
で
想
定
す
る
最

大
震
度
７
の
小
山
市
直
下
型
地
震
や
豪
雨

災
害
等
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減

し
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
を
確
保

す
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
育
成
、
備
蓄

推
進
５
カ
年
計
画
策
定
、
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
策
定
、
災
害
対
策
本
部
シ
ス
テ
ム

構
築
、
防
災
備
蓄
物
資(

液
体
ミ
ル
ク
配

備)

な
ど
、
防
災
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

●
空
家
等
対
策
事
業
（
建
築
指
導
課
）

５
，
９
１
７
万
円

　
空
家
に
よ
る
市
民
の
生
命
、
財
産
に
対

す
る
危
険
性
を
取
り
除
き
、
良
好
な
生
活

環
境
を
確
保
し
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
空
家
を
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
本
市
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
や
地
域

の
活
性
化
お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
の
向
上
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
は
、
空
家
を
民
泊
に
活
用

し
本
市
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
促
進
す
る

「
空
家
民
泊
活
用
事
業
」
や
、
空
家
を
交

流
施
設
や
地
域
サ
ロ
ン
と
し
て
活
用
す
る

「
空
家
有
効
活
用
モ
デ
ル
事
業
」
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

●
多
文
化
共
生
社
会
推
進
事
業
（
市
民
生

活
課
） 

８
０
０
万
円

　
改
正
出
入
国
管
理
法
の
４
月
施
行
に
よ

り
外
国
人
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
日

本
人
と
外
国
人
の
共
生
の
た
め
の
計
画
策

定
お
よ
び
生
活
に
必
要
な
情
報
を
冊
子
に

ま
と
め
た
外
国
人
対
象
の
市
民
便
利
帳
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
（
英
語
版
）
を
作
成
し
ま
す
。

２
．
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
、
地
方
創
生
の
推
進

●
「
桑
・
蚕
・
繭
・
紬
・
和
装
・
和
食
」

で
紡
ぐ
「
日
本
の
伝
統
を
生
か
し
た
総
活

躍
の
ま
ち
」
づ
く
り
事
業
（
農
政
課
）

２
，
０
０
０
万
円

　
桑
・
蚕
・
繭
・
本
場
結
城
紬
と
い
っ
た

地
域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
伝
統
産
業
の
継
承
等
に
係
る
事
業
と

し
て
、
平
成
31
年
度
は
、
桑
の
実
・
葉
等

確
保
対
策
事
業
、
新
商
品
販
路
開
拓
・
拡

大
支
援
事
業
、福
祉
施
設
と
の
連
携
事
業
、

交
流
人
口
拡
大
事
業
に
つ
い
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
特
に
、
交
流
人
口
拡
大
事
業
に
お
い
て

は
、
絹
地
区
に
あ
る
、
和
食
「
日
本
料
理
」

の
祖お

や
が
み神
を
主
祭
神
と
す
る
高
椅
神
社
を
会

場
と
し
て
、
約
百
年
振
り
と
な
る
楼
門
の

改
修
に
合
わ
せ
て
、
５
月
26
日
に
「
日
本 

和
食
（
日
本
料
理
）
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
９

in
小
山
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
全
国
の
調
理
師

に
よ
る
創
作
料
理
の
展
示
・
審
査
・
表
彰
、

「
庖
丁
式
」、そ
の
他
和
食
の
普
及
啓
発
等
、

和
食
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
の
伝
統
と
文

化
を
、
市
内
外
に
向
け
て
広
く
発
信
し
ま

す
。

●
高
収
益
作
物
生
産
基
盤
強
化
推
進
事
業

（
農
政
課
） 

８
８
０
万
円

　
水
田
に
高
収
益
作
物
で
あ
る
野
菜
の
導

入
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
に
水
田
に
野

菜
を
導
入
し
た
農
業
者
に
対
し
補
助
を
行

う
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
圃
場
を
設
置
し
、

栽
培
技
術
の
検
証
・
普
及
お
よ
び
営
農
体

系
の
検
討
・
構
築
を
行
い
、
特
に
、
需
要

の
あ
る
「
加
工
・
業
務
用
野
菜
」
の
導
入

を
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
（
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
）（
こ
ど
も
課
）

39
億
７
５
０
万
円

　
10
月
よ
り
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
全

て
の
子
ど
も
お
よ
び
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
保
育
認
定
を
受
け
た
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
幼
稚
園
、
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
保
育
料
、
障
が

い
児
通
園
施
設
の
利
用
料
を
無
償
化
し
ま

す
。

　
ま
た
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
う
ち
保

育
認
定
を
受
け
た
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
料
、
国
が
定
め
る

指
導
監
督
基
準
を
満
た
し
た
認
可
外
施
設

等
の
利
用
料
も
無
償
化
し
ま
す
。

●
保
育
所
等
施
設
整
備
（
こ
ど
も
課
）

４
億
５
５
３
万
円

　
新
設
の
保
育
園
お
よ
び
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
私
立
幼
稚
園
の

施
設
整
備
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助
成

し
、保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。

　
平
成
31
年
度
は
、
私
立
幼
稚
園
（
静

林
幼
稚
園
、
せ
い
ほ
う
幼
稚
園
）
が

２
０
２
０
年
度
に
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行

す
る
た
め
の
施
設
整
備
費
を
補
助
し
ま

す
。

●
学
童
保
育
施
設
整
備
（
こ
ど
も
課
）

２
，
０
４
０
万
円

　
大
谷
北
小
学
校
区
の
学
童
保
育
充
実
の

た
め
、
せ
い
ほ
う
幼
稚
園
の
学
童
保
育
整

備
に
対
し
、経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
こ
ど
も
医
療
費
助
成
（
子
育
て
包
括
支

援
課
） 

５
億
３
，
０
０
０
万
円

　
０
歳
～
中
学
校
３
年
生
ま
で
（
満
15
歳

に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
の
間

に
あ
る
児
童
）
の
医
療
費
を
助
成
す
る
こ

と
で
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
支
援
を
図

る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
の
健
康
の
向
上
と

福
祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
支
払
い
が

不
要
な
現
物
給
付
方
式
を
10
月
１
日
か
ら

中
学
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ

ン
未
接
種
者
対
策
（
健
康
増
進
課
）

４
０
０
万
円

　
麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
２
回

の
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
高
い
抗
体
を
獲

得
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
１
歳
か
ら
19
歳
未
満
の
Ｍ
Ｒ
未
接
種
ま

た
は
１
回
接
種
の
み
の
方
を
対
象
と
し
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
全
額
助
成
を
実
施

し
、
集
団
免
疫
に
よ
る
感
染
予
防
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。
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●
市
職
員
働
き
方
改
革
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
）

（
行
政
経
営
課
） 

２
８
１
万
円

 
大
量
・
単
純
な
事
務
作
業
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
定
型
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
を

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ
り
自

動
化
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
職
員
の
時
間
外
勤
務
を
削

減
し
、
窓
口
等
業
務
に
職
員
が
注
力
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
実
現
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
は
既
に
検
証
を
行
っ
た
５

業
務
に
つ
い
て
本
格
導
入
を
進
め
る
ほ

か
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
適
用
業
務
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

●
市
職
員
働
き
方
改
革
（
保
育
所
入
所
Ａ

Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
導
入
）（
こ
ど

も
課
） 

５
５
３
万
円

　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活
用
し
、
保
育

施
設
へ
の
入
所
希
望
者
を
、
市
内
の
各
保

育
施
設
へ
割
り
振
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

３
．
社
会
資
本
整
備
を
中
心
と
し
た

景
気
・
地
域
経
済
の
再
生
の
推
進

●
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
間
々
田
駅
周

辺
地
区
（
第
三
期
）（
水
と
緑
の
推
進
課

他
） 

８
，
５
６
３
万
円

　
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
間
々
田
駅
周

辺
地
区
（
第
三
期
）
に
よ
り
、
魅
力
あ
る

間
々
田
地
区
を
再
生
す
る
た
め
、
国
の
社

会
資
本
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
公
園
や

道
路
等
の
都
市
施
設
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

　
間
々
田
八
幡
公
園
の
測
量
・
実
施
設
計

や
、
市
道
３
２
３
８
号
線
道
路
拡
幅
（
平

和
）
お
よ
び
市
道
３
２
３
５
号
線
道
路
拡

幅（
も
み
じ
山
）の
詳
細
設
計
・
物
件
調
査
、

間
々
田
地
内
認
定
外
道
路
の
測
量
、
市
道

３
８
７
０
号
線
道
路
拡
幅
の
用
地
買
収
・

物
件
移
転
、
市
道
４
７
１
５
号
線
の
道
路

改
良
（
町
谷
）、
平
和
地
区
緑
道
整
備
の

測
量
・
地
質
調
査
の
ほ
か
、
間
々
田
駅
周

辺
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
商
業
出
店
等

促
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
豊
田
中
学
区
新
設
小
学
校
整
備
事
業

（
基
本
・
実
施
設
計
）（
教
育
総
務
課
）

９
，
４
８
６
万
円

　
豊
田
中
学
校
に
近
接
し
た
位
置
に
、
豊

田
南
小
学
校
と
豊
田
北
小
学
校
を
統
合
し

た
小
学
校
を
建
設
し
、
よ
り
効
果
的
・
効

率
的
な
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
４
月
の
開
校
に
向

け
、
平
成
31
年
度
は
、
校
舎
と
体
育

館
の
基
本
・
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
（
小
山･

栃

木
広
域
公
共
交
通
相
互
乗
入
れ
）（
都
市

計
画
課
） 

２
，
１
１
２
万
円

　
小
山
市
が
広
域
公
営
路
線
バ
ス
「
渡
良

瀬
ラ
イ
ン
」
を
運
行
し
、
栃
木
市
の
ふ
れ

あ
い
バ
ス
「
部
屋
線
」
と
「
部
屋
南
部
桜

づ
つ
み
公
園
」
で
接
続
し
乗
継
に
よ
る
連

携
を
図
り
ま
す
。
小
山
市
生
井
地
区
、
乙

女
地
区
、間
々
田
地
区
に
お
住
い
の
方
が
、

乗
換
な
し
で
新
小
山
市
民
病
院
や
光
南
病

院
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
線
の
二
次
交
通
が
充
実
す
る
こ
と
で

「
渡
良
瀬
遊
水
地
」
の
観
光
地
化
の
実
現

に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。
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　移住定住の推進や文化財保護行政など、本市の重点事業を的確かつ迅速に遂行するとともに、上下水道事業の
統合による事務の効率化や 2020 年東京オリンピック・パラリンピックおよび 2022 年栃木国体開催など、社会
の様ざまな動きに対応し質の高い行政サービスを提供していくため、行政組織機構の一部を改編しました。

4 月から市役所組織が一部変わりました 問職員活性課☎22–9362

平成31年度 当初予算

●秘書広報局…庁内の横断的な調整を図り、各部署と
連携して業務を遂行するため、「秘書広報課」を「秘
書広報局」としました。また、新政策を企画調査し本
市の施策を一層推進するため、局内に「企画調査係」
を新設しました。
●上下水道総務課・上下水道施設課…下水道事業の公
営企業会計移行に伴い、既に公営企業会計を導入して

いる「水道課」と統合し、事務部門を「上下水道総務
課」、事業部門を「上下水道施設課」としました。
●東京オリ・パラ・栃木国体推進課…2020 年度に開
催される東京オリンピック・パラリンピックおよび高
校総体、2022 年度に開催される栃木国体へ向けた組
織強化のため、「東京オリ・パラ・栃木国体推進室」を「東
京オリ・パラ・栃木国体推進課」としました。

≪新しく設置した組織≫

■文化財係（文化振興課）…文化財の総合的な保存・
活用を推進するため、「教育委員会生涯学習課」から「文
化財係」を移管しました。
■ロブレ推進係（商業観光課）…ロブレ再生の重要課
題であるテナント誘致が 90％まで進み、一定の区切り
がついたことから、「ロブレ推進係」を廃止しました。
■工業・結城紬振興係、企業誘致・工業団地開発推進
室、移住定住推進室（工業振興課）…業務効率化のため、
工業振興と結城紬振興の業務を統合し「工業・結城紬
振興係」に、企業誘致と工業団地開発の業務を統合し「企
業誘致・工業団地開発推進室」としました。また、移
住定住の取組みを強化するため、新たに「移住定住推
進室」を設けました。

■粟宮新都心推進係（都市計画課）…組織の簡素化を
図るため、粟宮新都心推進室を廃止し粟宮新都心推進
係としました。
■小山駅西口再開発推進室、小山駅東口開発推進室（新
都市整備推進課）…小山駅周辺の開発を推進するため、
駅西口と駅東口それぞれの特性に対応できる組織とし
て「再開発推進室」を 2 つの室に分けました。
■東城南小学校整備推進室（教育総務課）…東城南小
学校の開校に伴い、「城南地区新設小学校開校準備室」
から名称を改めました。
■スポーツツーリズム推進・市立体育館・フットボー
ルセンター建設係（生涯スポーツ課）…今後建設予定
の市立体育館やフットボールセンターを活用し、一層
のスポーツツーリズム推進を図るため、係を統合しま
した。

≪統廃合や移管などの見直しがあった組織≫



▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫
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　平成 31 年度当初予算は、市制施行 65 周年を迎えると
ともに、第 7 次小山市総合計画の 4 年目、国・県と連動
した「小山市まち ･ ひと ･ しごと創生総合戦略」の目標
年度となることから、第１次地方創生の仕上げ、「ふるさ
と小山の持続的な発展に向けて」引き続き、「ひと・行政
を創る」、「まちを創る」、「くらしを創る」の３つの「創る」
を基本理念に、第 1に、圏央道開通を契機とした「小山
東部第二工業団地」「テクノパーク小山南部」の新規工業
団地の開発・企業誘致と若者の「雇用の確保」、街なか居
住を促進する「駅東通り一丁目第一地区」「城山町二丁目
第一地区」等市街地再開発、夢・未来あふれる〝新しい
時代の行政創り″の中枢拠点として 2020 年度の竣工を
目指す ｢ 新庁舎整備事業 ｣ の建設着工等による、｢ 人と企
業を呼び込む施策 ｣ の推進、第 2に、関東・東北豪雨を
踏まえた 4 年目となる国営かんがい排水事業 ｢ 栃木南部
地区 ｣ の事業促進と、平成 31(2019) 年度に一級河川と
なる豊穂川、杣井木川等の排水強化対策による ｢ 安全安
心な小山市 ｣ の創造、第 3に、幼児教育 ･ 保育の無償化、
保育園等施設整備の実施、産後ケア事業の実施、こども
医療助成の中学生までの現物給付拡大、出会いから結婚・
妊娠・出産・育児までの包括的な子育支援、35 年ぶりの
新設となる東城南小学校開校に続き豊田中学校区新設小
学校の基本・実施設計の実施、地域包括ケアシステム構築、
老人クラブ育成・介護支援など予防介護・これからの地
域を支える近隣助け合い活動「見守り・支え合い推進事業」
等を一層充実させ、平成 25 年度の ｢ 高齢化対応度日本一
｣ に続く、｢ 子育て支援日本一 ｣ ｢ 健康長寿 100 歳都市 ｣
を目指し、第 4に、小山市の ｢ 宝 ｣ である、コウノトリ
の長期滞在が実現した ｢ 渡良瀬遊水地 ｣ をはじめ、｢ 本場
結城紬 ｣、｢ 小山評定 ｣、｢ スポーツのまちおやま ｣ 等の
地域資源に磨きをかけ、旧豪農屋敷を活用した農泊施設
の整備に向けて取り組む等 ｢ 農泊・民泊・合宿泊 ｣ を中
心とした「エコ・アグリ・スポーツツーリズム」などの、
観光地化の推進による交流人口および関係人口の増大を
図るとともに多文化共生を推進し、第 5に、下野市・野
木町・結城市との ｢ 小山地区定住自立圏構想 ｣、渡良瀬遊
水地を共有する 4 市 2 町による ｢ 関東どまんなかサミッ
ト ｣、県内初となるコミュニティバス相互乗り入れによる
小山市・栃木市の広域バス運行の充実への取り組みといっ
た「栃木市との連携」等の推進による ｢50 万中核都市 ｣
の実現に取り組んでまいります。
　このように、新しい時代の改元の幕開けに相応しい、「小
山市のこれからの 50年・100 年後を見据えた『基盤創り』
を行う予算」といたしました結果、平成 31 年度予算総額
は前年比 7.6％増の 644 億円と過去最大予算となったとこ
ろです。
１．市民生活の安全・安心・健康づくり・医療・保健・ス
ポーツ・教育・福祉対策の推進　
①市民の生命・財産を守り、地域の安全・安心な暮らしのために
○新 新庁舎建設 ( 着工 )、○拡 国営かんがい排水事業栃木南部

平成 31年度予算案は、改元の年に相応しい
「新庁舎着工」、「35年ぶり新設小開校」、「幼
児教育・保育の無償化等による子育て応援」、
「多文化共生社会推進」の過去最大積極予算

地区（○新 新与良川排水機場着工）、○拡 排水強化対策 [ ○新 河
道設計（一級河川化豊穂川 )、水位監視カメラ ( ○新 杣井
木排水機場、○新 杣井木泉橋、○新 石ノ上橋、○新 間中橋 )]、
○拡 防災備蓄物資 ( ○新 液体ミルク配備 ) ○拡 空き家等対策
[ ○新 モデル事業 ( 地域サロン、地域活動拠点 )]
②健康づくり・医療・保健・スポーツ・教育の充実のため
に○新 未病対策推進、○新 東城南小学校開校、○新 小 ･ 中学校
ICT 環境整備 ( パソコン ･ タブレット )、○新 市立体育館
整備 (PFI 着工 )、○新 国史跡摩利支天塚 ･ 琵琶塚古墳整備
( 実施設計 )
③高齢者・障がい者がいきいきと生活できる福祉対策等
社会保障の充実のために
○新 第 4 期地域福祉計画策定、○新 低所得者 ･ 子育て世帯プ
レミアム商品券発行、○新 見守り ･ 支え合い推進、○新 多文
化共生社会推進、○拡 農福連携推進
２．まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進
①産業の振興による新たな雇用の創出のために
○拡 新規工業団地開発推進 [ 小山東部第二工業団地（完成）、
○新 テクノパーク小山南部（着工）]、○新 はとむぎの健康効
能を活かした健康長寿のまちづくり推進【地方創生】、○拡

「桑・蚕・繭・紬・和装・和食」地域資源で紡ぐ「日本の
伝統を生かした総活躍のまち」づくり推進（○新 日本和食
サミット【地方創生】）、○新 高収益作物生産基盤強化推進
②新しい人の流れの創出のために
○新 ラムサール条約湿地登録渡良瀬遊水地の観光地化推進

｛振興 5 カ年計画の推進 [ エコミュージアム化、○拡 環境
にやさしい農業推進（なつみずたんぼ）、コウノトリ・ト
キの野生復帰、観光誘客（地域おこし協力隊活動）、第二
調節池湿地保全推進、○新 エコ ･ アグリツーリズム推進拠
点整備【地方創生】］｝、○拡 シティプロモーション推進 ( ○新
関係人口増大 )、○新 城山公園フラワーパーク整備 ( 基本 ･
実施設計 )、○新 ＩＪＵ（移住）推進（就職・人材確保支援、
新幹線通勤補助）、○拡 農泊推進 ( ○新 旧豪農屋敷活用、○新 地
域おこし協力隊活動 )、○新 料理人の聖地創出【地方創生】
③出会いから結婚・妊娠・出産・子育ての希望の実現のために
○新 第 2 次子ども子育て支援計画策定、○新 第 2 次子どもの
貧困撲滅 5 か年計画策定、○新 第 3 期児童虐待・ＤＶ対策
基本計画策定、○新 幼児教育 ･ 保育の無償化（保育所・認
定こども園・幼稚園等）、○新 保育所等施設整備 ( 静林幼稚
園、せいほう幼稚園 )、○新 学童保育館施設整備 ( せいほ
う幼稚園)、○拡 こども医療費助成(○新 現物給付方式 中学生)
④持続可能な地域づくりのために
○新 第 8 次小山市総合計画策定、○新 第 2 次小山市まち・ひ
と・しごと創生総合戦略策定、○新 広域連携制度推進、○新
市制施行 65 周年記念式典および各種記念事業、○拡 市職
員働き方改革 ( ○新 RPA 導入 ･ ○新 保育所入所 AI マッチン
グシステム導入 )
３．社会資本整備を中心とした景気・地域経済の再生の推進
①産業・都市・教育基盤整備による「人と企業を呼び込
む施策」推進のために
市街地再開発（駅東通り一丁目第一地区、城山町二丁目
第一地区等 )、○拡 都市再生整備 [ 小山市中心拠点地区・
大谷地区・○新 間々田駅周辺地区 ( 第 3 期 )]、○新 豊田中学
区新設小学校整備事業 ( 基本・実施設計 )
②地域住民の利便性向上のために
○拡 コミュニティバス運行（○新 小山 ･ 栃木広域公共交通相
互乗入れ【地方創生】）、○新 大谷地区中心施設整備（用地
取得）
予算総額 644 億円（前年度比　7.6%増）
※ ○拡 …拡大事業　　○新 …新規事業



　4月1日より間々田市民交流センター「しらさぎ館」と桑市民交流センター「マルベリー館」に指定管理者制度
を導入し、市民交流センターとして新たな運営を行っていきます。
　施設貸出、講座の開催および広報配付等の業務を、地元住民によるNPOが行っていきます。施設を様ざまな形
でご活用いただき、コミュニティ活動の拠点に育っていくよう、市民の皆さまの応援をお願いします。
〇利用について　施設の貸出方法は、両施設とも小山市直営時から変更はありません。
　　　　　　　　利用料金や貸出方法等の詳細は、下記問合せ先のほか、市ホームページをご覧ください。
〇受付窓口開設時間　両施設とも8:30 ～ 17:15（土・日・祝日を除く）
〇市の窓口業務　市の窓口業務は、施設内の間々田出張所、桑出張所において引き続き実施します。
〇問合せ先　間々田市民交流センター（しらさぎ館）：NPOコミュニティままだ　☎・FAX38-6606
　　　　　　桑市民交流センター（マルベリー館）：NPOげんきフォーラム桑　　☎・FAX37-7588

　市では2018年1月に策定した「小山市公共施設等マネジメント推進計画」に基づき、公共施設の統廃合、長寿
命化等を計画的に行い、財政負担の軽減を図っていきます。
　機能の集約・複合化等により、不用となる施設については維持管理コストの縮減や財源確保のため「売却」や「民
間への貸付」を基本とし、他の機能の「集約・複合化」先として利活用することも検討します。

問管財課☎22-9828未来につなげる公共施設マ
や り く り

ネジメント

●その他、主な再編の内容と対象施設　新庁舎建設に伴う機能の集約・複合化以外の主な再編の内容とその対象
施設は、男女共同参画センター、大谷公民館、八幡倉庫など、他施設に機能を移転した後に売却を検討する施設
が25施設、小中学校や市営住宅など、更新時に規模の適正化を図るものが36施設、自治会公民館や集会所など、
地元自治会等への譲渡を図るものが19施設です。

…集約・複合化「新庁舎建設に伴う機能の集約・複合化（案）」
新庁舎

賃貸
契約
解除

売却

現小山市役所

神鳥谷庁舎

市役所分室Ⅲ

水道庁舎
他施設の集約先とし
て有効活用後、将来
的には売却を検討

教育研究所

中央市民会館
（教育委員会）

保健・福祉センター
（保健センター）

他施設の集約
先として有効
活用}}

平成31（2019）年度の軽自動車税 問資産税課☎22–9432

車種区分 税額

原動機付
自転車

50cc以下 2,000円
50cc超～ 90cc以下 2,000円
90cc超～ 125cc以下 2,400円
ミニカー（50cc以下） 3,700円

軽自動車 125cc超～ 250cc以下（軽二輪） 3,600円
被けん引車（ボートトレーラ等） 3,600円

二輪小型自動車 250cc超（二輪） 6,000円

小型特殊自動車 農耕作業用 2,400円
特殊作業用 5,900円

区分 軽課税額
軽減率 標準税額の概ね75% 標準税額の概ね50% 標準税額の概ね25%
軽課税率の
対象

電気自動車および
天然ガス自動車

乗用:H32（2020）年度燃費基準+30%達成車
貨物:H27（2015）年度燃費基準+35%達成車

乗用:H32（2020）年度燃費基準+10%達成車
貨物:H27（2015）年度燃費基準+15%達成車

四
輪
以
上

乗
用
自家用 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨
物
自家用 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

三輪 1,000円 2,000円 3,000円

〇原動機付自転車等

〇軽自動車（四輪以上および三輪）のグリーン化特例（軽課）【平成31（2019）年度のみ】
　平成30（2018）年
4月1日 か ら 平 成31
（2019）年3月31日 ま
でに新規登録された車
両で、排出ガスや燃費
の性能に優れた環境負
荷の小さな車両に対し
て適用されます。

〇軽自動車税は4月1日現在の登録内容に基づき課税します。納税通知書は、5月上旬に郵送します。

車種区分 本年度の税額
旧標準税額 標準税額 重課税額

四輪
以上

乗
用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨
物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

〇軽自動車（四輪以上および三輪）

※新車新規登録された年月により旧標準税額、標準税額、
　重課税額のいずれかが適応された額となります

間々田市民交流センター「しらさぎ館」、桑市民交流センター
「マルベリー館」への指定管理者制度の導入 問市民生活課☎22–9279

広報小山2019.4月号　6
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福祉手当のご案内 問福祉課☎22-9624

種類 支給・助成額 受給資格

特別児童扶養手当
（所得制限有）

1級52,200円
2級34,770円
（いずれも月額）

20歳未満の障がい児を監護する父母、またはその養育者
※障がい児…身体障がいの程度がおおむね3級以上または、知的障がいの
程度がおおむねA1、A2、B1の方

障害児福祉手当
（所得制限有） 14,790円（月額）20歳未満で精神または身体に著しい重度障がいがあるため、日常生活で常時介護を必要とする状態の方

重度心身障がい児
介護手当 5,000円（月額）

20歳未満で次の状態にある障がい児を扶養している保護者
（1）身体障害者手帳の等級が1、2級の方
（2）療育手帳の程度がA1、A2の方

特別障害者手当
（所得制限有） 27,200円（月額）20歳以上で原則として精神や身体に著しい重度の障がいが重複しており、日常生活で常時特別介護を必要とする状態にある方

難病等福祉手当 12,000円（年額）栃木県知事から特定医療費（指定難病）受給者証、一般特定疾患医療受給者証、小児慢性特定疾病医療受給者証のいずれかを交付されている方

重度心身障がい者
の医療費助成

保険適用診療分（高
額療養費等を除く）
の自己負担額

①身体障がいの程度が2級以上の身体障害者手帳を所持する方、②知的障がいの
程度がA1、A2の療育手帳を所持する方、③知的障がいの程度がB1の療育手帳を
所持しており、かつ身体障がいの程度が4級以上の身体障害者手帳を所持する方

※障害児福祉手当と重度心身障がい児介護手当との同時受給はできません

都市公園内体育施設の問合せ先が変わりました 問生涯スポーツ課
　☎21-0021

　4月1日㈪から、都市公園内の体育施設の貸出業務が「水と緑の推進課」から「生涯スポーツ課」へ移行しました。
体育施設の貸出等のお問合せは「生涯スポーツ課」へお願いします。
＜都市公園内の体育施設＞
〇小山運動公園（向野）…球場、陸上競技場、サッカー場、テニスコート
〇あけぼの公園…球場、テニスコート
〇原之内公園…テニスコート
〇思川緑地…球場、サッカー場、ゲートボール場、テニスコート等
〇石ノ上河川広場…サッカー場

②税金は納期内に納めましょう～見逃しません！地方税の滞納～

①納税・納付は便利な口座振替で!!
　現在、市税等を納付書で納めている方は、金融機関や市役所等へお出かけになる手間や納め忘れがなくなりま
すので、ぜひ便利な口座振替をご利用ください。お申込みは、市内金融機関窓口、市役所納税課・出張所で口座
振替依頼書をご記入いただく方法（依頼書を郵送することもできますので必要な方はご連絡ください）と、市ホー
ムページの「Web口座振替受付サービスサイト」よりパソコンやスマホでお申込みいただく方法があります。い
ずれかの方法でお申込みください。
■口座振替ができる税目等
1．市県民税（普通徴収） 2．固定資産税・都市計画税 3．軽自動車税
4．国民健康保険税（普通徴収）5．介護保険料（普通徴収） 6．後期高齢者医療保険料（普通徴収）
※国民健康保険税（普通徴収）の納付は口座振替が原則です

問納税課 ①について：☎22–9442
　　　　 ②・③について：☎22–9444納税課からのお知らせ

③ファイナンシャルプランナー（FP）による納税相談　※要予約
　市では、収入不足や借金問題で納税が難しい方を対象に、生活改善の手助けをするため、家計（事業）相談の
専門家「ファイナンシャルプランナー」による納税相談（無料）を行っています。
相談日時　5月26日㈰、9月29日㈰、10月27日㈰、2020年1月26日㈰　9:00 ～正午、13:00 ～ 16:00
相談場所　小山市役所1階納税課（納税相談室ほか）
相談方法　ファイナンシャルプランナーが個別に対応（おおむね１時間程度）

　納税は国民の義務であり、納期内納付が基本です。納期を過ぎても納付がなく、税金を滞納
したままにすると、本来納める金額のほかに延滞金が発生します。平成 31（2019）年 1月 1
日以降の未納額に対しては、納期限から 1月以内は年 2.6%、1月後からは年 8.9%で延滞金を
計算します。督促状を発送して 10日を過ぎても納付がない場合は、所有している預貯金等の
財産を調査し差押えることになります。納付が難しい場合は、滞納を放置せず、早めにご相談
ください。納税課では、平日延長窓口、日曜納税相談窓口を開設していますので、平成31（2019）
年度小山市税等納期カレンダーでご確認ください。

自動車の差押え
（タイヤロック）

Web口座振
替受付サー
ビスサイト
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開運おやま　健康マイレージ
あなたも、家族も、まちも元気になる健康づくり！

　開運おやま健康マイレージは、16歳以上の小山市に住所を有する方なら、誰でも参加できます。実施期間は4
月1日㈪～ 2020年2月29日㈯です。開運おやま健康マイレージに参加して、楽しく健康づくり・生きがいづくり
に取り組みましょう。下の3つのステップで参加しましょう。

※詳しくは、健康マイレージのパンフレットをご覧ください

問健康増進課☎22–9532

パンフレットを
手に入れよう！1

健康増進課（保健・福祉
センター 3階）または各
出張所等で手に入れられ
ます。

ポイントを
集めよう！2

・健（検）診の受診
・対象事業への参加
・開運ウォーキング
でポイントを集めます！

応募しよう！3
道の駅思川商品お取替券
（1,000円分）などの複数
のコースから選んで応募
できます！

＜費用＞　新規登録手数料　3,000円（犬の生涯に１回のみ）
注射料　　　　　3,500円（１頭につき）

●登録済みの方
　予防注射のみ。4月中旬頃までに送付予定の「お知らせハガキ」
の必要事項に記入のうえ、会場に持参。
●未登録または新たに飼った方
　登録と予防注射の両方。
●都合のつかない方・個別注射の方
　最寄の動物病院等で予防注射を接種。診察日、料金は、直接
動物病院等へ確認。登録済みの方は、「お知らせハガキ」を持参。
●市外から転入された方
　転入前の「鑑札」を持参のうえ、環境課窓口で手続き。
●犬が死亡した場合
　「お知らせハガキ」（死亡日を記入）、「鑑札」を持参し、環境課・
各公民館・会場のいずれかに届出。
●飼い主の変更、市内転居した場合
　飼い主の変更、犬の所在地等に変更があった場合は、「お知ら
せハガキ」に変更事項を記入のうえ、会場または環境課へ届出。
※事故防止のため、犬を拘束出来ない飼い主の方は、直接最寄
　の動物病院等で接種してください
※首輪がはずれ犬が逃亡したり、犬同士がかみ合うなどトラブ
　ルがありますので、必ず事故のないように首輪をしっかりつ
　け、引き綱を短く持ってください

飼い犬の登録と狂犬病予防注射
～飼い犬登録と年1回の狂犬病予防注射は飼い主の義務です～

問環境課☎22–9288

期日 時　間 場　所

5/11
㈯

9:20～ 9:40 ひまわり公園（花垣町１丁目）
9:30～ 9:50 東野田東集落センター
10:00～10:40 羽川公民館（橿原神社境内）
10:10～11:10 美しが丘公園
11:00～11:20 鉢形中央公民館
11:30～11:50 千駄塚公民館
12:50～14:10 桑市民交流センター
13:10～14:10 間々田市民交流センター

5/12
㈰

9:20～ 9:40 中公民館
9:30～ 9:50 生井公民館
10:00～10:20 穂積公民館
10:10～10:30 寒川公民館
10:40～11:20 豊田公民館
11:00～11:20 神久保公園（神鳥谷２丁目）
12:40～14:00 小山城南市民交流センター
12:50～14:00 小山東出張所 (犬塚３丁目）

5/18
㈯

9:30～10:20 城東公園
9:30～10:30 絹公民館
10:40～11:50 大谷公民館
11:00～12:00 小山市役所（庁舎西側駐車場）

＜飼い犬登録と狂犬病予防集合注射の日程表＞

●補助金額
　牝犬5,000円、牝猫4,000円
　※１世帯につき１頭のみ

犬猫の避妊手術費補助金
●補助対象条件（下記の①～⑤すべてに該当）
①市内に居住し、住民登録があり、牝犬または牝猫を飼っている
②牝犬の場合、登録と2019年度の狂犬病予防注射を受けている
③申請者および同居する家族全員（同一世帯）が市税等を完納している
④獣医師により避妊手術を行っている
⑤販売を目的として犬・猫を飼っていない
●手続方法
①申請書兼請求書の欄に実施獣医師の証明を受ける　※申請書は動物病院、環境課または市ホームページで
②申請書に必要事項を記入後、2020年4月30日㈭までに申請書に領収書写しを添付して環境課へ持参
※補助金には限りがありますので、年度内で受付を終了する場合があります

問環境課☎22–9288

●対象期間（手術日）
　2019年4月1日～2020年3月31日
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　「今は元気だから」「必要なら病院に行くから」など、健診をついつい後回しにしていませんか？自分自身の健
康状態を知って、生活習慣の改善や病気を未然に防ぐため、年に一度、健診を受けましょう。

年に一度は受けましょう！特定健診・がん検診
問国保年金課☎22­–9418・9413 ／健康増進課☎22–9522

○基本健診は集団健診または個別健診で受診できます

●集団健診ではがん検診も一緒に受診できます

国民健康保険（国保）からのお知らせ
～4月からの新生活をスタートされた方へ～

問国保年金課
　☎22­–9414・9415

◎国保に加入・脱退する場合には、届け出が必要です！

こんなとき 手続きに必要なもの
国保へ
「加入」

転入したとき 前住所地の転出証明書
会社等の健康保険をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、年金手帳

国保を
「脱退」

転出するとき 国民健康保険証
会社等の健康保険に加入したとき
会社等の健康保険の被扶養者になったとき

国民健康保険証、会社等の健康保険証
（どちらも該当者全員分）

届け出は、市役所
市民課または最寄
りの出張所で行っ
てください。届け
出には、印かん、
本人確認書類（免
許証等）、マイナン
バーが分かるもの
が必要です

◆就職等により、他の健康保険に加入された方
○社会保険に加入し、新しい保険証が交付される前に医療機関を受診する場合は、国民健康保険証は使えま
　せん。事前に会社や医療機関に相談してから受診しましょう。
○社会保険証が交付されたら、交付された社会保険証と国民健康保険証を持って市役所市民課または最寄り
　の出張所で、国保脱退の手続きを行ってください。医療機関を受診している方はできるだけ早く医療機関
　に健康保険が変わった旨の連絡をしてください。
○他の健康保険に加入している期間に、国民健康保険証を使って医療機関等を受診すると、後で国保が負担
　した分の医療費の返還をお願いすることがありますので、必ず届け出は14日以内に済ませましょう。
◆退職により、国民健康保険加入のお手続きをされる方
　4月の窓口は非常に込み合います。円滑な手続きのためにも、「健康保険資格喪失証明書」（職場の保険を
やめた日付がわかるもの）を必ずお持ちください。証明書がない場合、手続きがその日のうちに完了しない
ことがありますので、ご注意ください。
◆就学のため一時的に他市区町村へ転出する学生（マル学）
　小山市国保に加入するお子さんが、就学のため一時的に他市区町村に転出した場合の特例として、小山市
国保から保険証を交付することができます（マル学制度）。手続きには、「在学証明書」が必要です。

◆◆手続きの注意点◆◆

◆集団健診◆ ◆個別健診◆

受診場所 保健・福祉センター、健康医療介護
総合支援センター、公民館など 市内指定の 69医療機関

受診期間

誕生月ごとに受診

受診方法「検診申込み書」で申込みください。申込み後、問診票が郵送で届きます。
受診券が届いてから、市内指定医療機関
にご自身で予約し、受診してください。

誕生月 12･1･2 月 3･4･5 月 6･7･8 月 9･10･11月
受診券等発送 4 月中旬 6月中旬 8月中旬 10月中旬
健診受診月 5 ～ 6月 7～ 8月 9～ 10月 11～ 12月

基
本
健
診

検査項目 問診、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図、貧血検査等

対象者
・小山市国民健康保険加入者（40歳以上）
・後期高齢者医療制度加入者（後期高齢者健診）
・40歳以上の、生活保護を受けている方（一般健康診査）

自己負担額 無料

が
ん
検
診

検査項目 胃・肺・大腸・前立腺（50歳以上の男性）・女性がん（子宮・乳）
対象者 勤務先や人間ドック等で受診機会のない方
費　用 有料
受診方法 「検診申込み書」で申込みください。

※基本健診を受診し
た40 ～ 74歳 の 小
山市国民健康保険加
入者で、生活習慣病
のリスクの高い方に
は、特定保健指導の
ご案内を送付します
※「検診申込み書」
は、広報おやま3
月号と同時配布の
「2019年度健康のし
おり」に入っていま
す
※詳細は「2019年
度健康のしおり」を
ご覧ください
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はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧施術費助成

　市では、高齢者を対象にはり・きゅう・あん摩マッサージ指圧施術費の助成券交付を行っていますが、平成 31
（2019）年 4月 1日から、助成券がご利用いただける対象の施術が次のとおり変更となります。

対象の期間 対象の施術
平成31（2019）年3月31日まで 「すべて」のはり・きゅう・あん摩マッサージ指圧施術
平成31（2019）年4月1日から 「保険適用外」のはり・きゅう・あん摩マッサージ指圧施術
※「保険適用外」：医療保険（国民健康保険等）の対象とならないもの
助成の対象者　平成 31（2019）年 4月 1日において 70歳以上の方、または 65歳以上で身障手帳 1･2 級所持の方
助成券　年間 6枚交付（1枚 1,000 円分）
助成券交付の申請受付　4月 1日㈪から地域包括ケア推進課および各出張所で受け付けます。

問地域包括ケア推進課☎22–9625

問選挙管理委員会☎22-9481統一地方選挙のお知らせ
●栃木県議会議員選挙【投票日：4月7日㈰】
●小山市議会議員選挙【投票日：4月21日㈰】

文化芸術振興活動事業助成金
　自主的で創造的な「小山らしい」特色ある文化芸術振興のため、市民の様ざまな文化芸術活動や若手芸術家の
育成等に対し、文化芸術振興基金から経費の一部を助成します。
募集期間　4月 1日㈪～ 5月 31日㈮【土・日・祝日を除く】
助成対象事業等

助成対象事業 対　象 助成内容
文化芸術の創造または普及に関する事業 市内に住所を有する個人、本市の出身者

または市内で活動する各種市民団体等
助成対象経費の
3分の2以内地域文化財等の保存または活用に関する事業

文化芸術を担う人材を育成または文化芸術を
奨励するための事業

市内に住所を有する、または本市出身の
若手芸術家で、将来市の文化芸術発展に
寄与できるもの

限度額150万円
年間1人
（該当者なしの場合あり）

申請方法　指定の申請書および添付書類を文化振興課に提出してください。
※募集案内・申請書は、文化振興課、各出張所にあります。また、市ホームページからダウンロードできます
事業の選定　小山市文化芸術振興審議会の意見を聴き、その代表委員または専門家を加えた小山市文化芸術振興
活動事業選定委員会の審査に基づき、市長が選定します。
※選定においては、分野、実施内容、実施体制、将来性および予算等を総合的に勘案します

問文化振興課☎22–9662

投票所入場券について
　今回の選挙から3連の折りたたみ式圧着はがき（家族4人まで連記。
5人以上の場合は2通以上）で郵送します。
　県議選は3月30日㈯から、市議選は4月15日㈪から郵送予定です。
期日前・不在者投票について
　投票日当日、仕事や旅行などで投票できない方は、『期日前投票』
ができます。日程等は下表のとおりです。
　期日前・不在者投票は、投票所入場券がなくても投票できます。

期日前・不在者投票所
期間・時間

栃木県議会議員選挙 小山市議会議員選挙

小山市役所 3月30日㈯～ 4月6日㈯
8:30 ～ 20:00

4月15日㈪～ 20日㈯
8:30 ～ 20:00

出張所等【小山東・大谷・間々田・生井・
寒川・豊田・中・穂積・桑・絹】

4月1日㈪～ 5日㈮
8:30 ～ 17:00

4月15日㈪～ 19日㈮
8:30 ～ 17:00

小山城南市民交流センター 4月2日㈫～ 6日㈯
8:30 ～ 17:00

4月16日㈫～ 20日㈯
8:30 ～ 17:00

※18歳を迎える方が誕生日の前日より前に行う投票や滞在先市区町村で行う投票、指定病院や指定老人ホームな
どで行う投票は、『不在者投票』となります
※詳細については、市ホームページでご確認ください

入場券（見本）
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市民活動推進事業補助金申込み募集 問市民生活課☎22­–9248
　市では市民の皆さんが、自主的・主体的に取り組む社会貢献活動に補助金を交付します。
1．補助対象団体（条件）
　〇5人以上で組織された団体であること、主たる活動の範囲が小山市内であること　等
2．補助対象事業（条件）
　〇地域の活性化を目的とした事業や社会貢献を目的とした事業または公共性、公益性を有する事業
　〇新たに取り組む事業、既存事業を拡充して行う事業または概ね3年以上継続して実施している事業　等
3．補助金の額
　補助率　100分の30 ～ 100分の100（支給限度額10万円）
4．申請方法
　必要書類を申請期間内（5月7日㈫～ 31日㈮、平日8:30 ～ 17:00）に市民生活課へ持参（必要書類は申請書、
事業計画書、予算書、団体名簿、活動内容がわかるもの等です。詳しくは市ホームページをご覧ください）

幼稚園・認定こども園子育て支援事業 問こども課☎22-9614

事業の詳しい内容や開催日時等は各園にお問合せください

園名・所在地・
連絡先 事業内容・日程等

静林幼稚園
喜沢199
☎22-1792

★夕涼み会
★園庭開放　★学童保育

せいほう幼稚園
中久喜1221-1
☎22-3618

★アンバサダーキッズ(英語)
★アンバサダー親子クラブ(英語)
★かんがるーくらぶ(日本語)
★どんぐりクラブ[未就園児教室]
★園庭開放 ★学童保育 ★子育て相談

ひまわり幼稚園
横倉新田287-2
☎27-0441

★ひまわりキッズ[親子教室]
★夏祭り 7/20㈯
★ひまわり学園祭 11/3㈰ ★園庭開放

楠エンゼル
幼稚園
犬塚3-14-2
☎23-6870

★のびのび体験クラス[親子教室]
★なかよしひろば[園庭開放]

羽川幼稚園
羽川190-7
☎25-4794

★親子教室 ★みんなであそぼうよ 7月
★夕涼み会 8月
★園庭開放　★学童保育

白鷗大学
はくおう幼稚園
大行寺1195
☎38-2636

★おひさまクラブ[2歳児支援]
★FUN FUN KIDS[親子イベント]
★ママといっしょに[おもちゃライブラ
リー・園庭開放]

認定とまと
こども園
下泉488-3
☎38-3121

★ぴよぴよクラブ[親子教室]
★園庭開放　★学童保育
★子育て相談　★高齢者との交流

ふじ認定
こども園
粟宮841
☎37-7320

★なかよしクラブ[親子教室]
★発表会 2/8㈯

認定おおや
こども園
東野田2130-1
☎28-0080

★ひよこ教室[親子教室]
★夕涼み会 7月　★運動会 10月
★お遊戯会 12月
★園庭開放　★学童保育
★子育て相談　★高齢者との交流

園名・所在地・
連絡先 事業内容・日程等

認定こども園
小山幼稚園
東城南5-23-7
☎27-3534

★すずらんクラブ[親子教室]
★小幼祭（作品展） 12/7(土)
★園庭開放 ★学童保育 ★子育て相談

認定こども園
生井ゆりかご
幼稚園
上生井679-3
☎0282-67-3038

★なかよしランド[親子教室]
★夕涼み会 8月　★運動会 10月
★さつま芋掘り 10月　★作品展 12月
★発表会 2月 ★園庭開放　★学童保育
★子育て相談　★高齢者との交流

認定こども園
のぶしま幼稚園
延島96
☎49-2471

★親子教室　★園庭開放
★子育て相談　★高齢者との交流

認定間々田
こども園
乙女3-1-6
☎45-0223

★未就園児教室　★園庭開放
★学童保育　★子育て相談
★高齢者との交流

認定こども園
梅ヶ原幼稚園
城東5-11-20
☎25-3333

★サクランボクラブ[親子教室]
★運動会 10月　★学童保育

認定こども園
みのり幼稚園
萩島56
☎38-2027

★ひよこクラブ[親子教室]
★夕涼み会 7月　★運動会 10月
★作品展 2月 ★園庭開放 ★学童保育
★子育て相談　★高齢者との交流

認定こども園
早蕨幼稚園
城山町2-4-21
☎22-0093

★親子教室 ★ホームカミングディ 6月
★夕涼み会 8月　★運動会 10月
★クリスマス会 12月　★園庭開放

認定こども園
乙女幼稚園
乙女2-30-22
☎45-0740

★ピヨちゃんクラブ[親子教室]
★親子観劇会 ★いもほり ★夕涼み会
★ミニ運動会 ★絵本の日 ★クリスマ
ス会 ★2歳からの楽しい感性あそび
★子育てママのブックレット

認定こども園
栗の実幼稚園
神鳥谷1-5-11
☎25-6906

★ちびっこクラブ[親子教室]
★サマーコンサート ７月
★運動会 10月　★観劇会 11月
★園庭開放　★子育て相談
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①市役所・出張所（小山城南以外）○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ☎23–1111(代表)★
　市民課 ○ ○ ○ ━ ○ ○ ━ ━ ○ ━ ━ ○ ☎22–9402
　小山城南出張所 ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ☎31–3650
②中央清掃センター ○ ○ ━ ━ ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ☎24–3194
南部清掃センター ○ ○ ━ ━ ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ☎0280–33–3310
リサイクルセンター ○ ○ ━ ━ ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ☎39–8844
③小山聖苑 ○ ○ ━ ○ ○ ○ ○ ○ ━ ○ ○ ○ ☎22–1175★
④水道事業 ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ☎23–0368★
⑤中央図書館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━ ☎21–0750

　(中央図書館)　小山・間々田・桑分館 ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ○ ━ ━
体育施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎21–0021
県南体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎21–0021
県立温水プール館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎22–4617
生涯学習センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎22–9111
博物館 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━ ☎45–5331
車屋美術館 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━ ☎41–0968
文書館 ━ ○ ━ ━ ○ ○ ○ ○ ○ ━ ━ ○ ☎25–7222
文化センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎22–9552
中央公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎22–9562
ふれあい健康センター ○ ○ ○ ━ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ━ ○ ☎30–3700
消費生活センター ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ☎22–3711

児童センター ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ○ ━ ━ ☎27–0594(駅南)
☎24–0629(城北)

子育て支援総合センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ☎24–1012
※ほほえみは☎22–3477

新小山市民病院 ○ ━ ━ ━ ○ ○ ○ ━ ━ ━ ━ ○ ☎36–0200★
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期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
★
印
の
電
話
番
号
は
休
業
中
も
問
合
せ
で
き
ま
す

春
の
大
型
連
休
の
各
施
設
業
務
の
ご
案
内

「━」は休業、「○」は通常業務です。「※」は業務は行っていますが、貸館・開館は行いません。
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中小企業支援・求職者支援施策
◆ものづくり人材育成事業助成金
　専門的知識・技能習得研修の開催等に係る対象経費
の2分の1以内を助成【限度額20万円/年度】
◆ISO認証取得支援事業補助金
　ISO9000s・ISO14000sの新規取得に係る審査登録
料等の30%以内を助成【限度額150万円】
◆中小企業販路開拓事業助成金
　1年以上事業を営む事業者が展示会出展料、展示装
飾費等の合計額の3分の1以内を助成
【限度額30万円(国内)・50万円(国外)】

その他、下記支援施策も実施しています。
◆トライアル雇用奨励金
◆産業財産権取得支援事業補助金
◆新製品新技術研究開発事業補助金
◆求職者技能向上教育訓練奨励金
◆中小企業退職金共済制度（中退共）普及補助金
※詳しくは、市ホームページで確認またはお問合せく
ださい

移住・定住推進策のご案内
　今後予想される人口減少が、経済活動の縮小やそれに伴う税収の減少、コミュニティ機能の
低下など、将来のまちづくりに大きな影響を及ぼすことが懸念されていることから、市では以
下の移住・定住推進施策に取り組んでいます。
※詳しくは、市ホームページで確認またはお問合せください

問工業振興課☎22–9399

制度 概要

小山市転入勤労者等住宅取得支援補助金 住宅の取得に伴い市外から転入した方を対象に最大 110 万円の
補助金を交付（申請期限：所有権保存登記受付日から 1年間）

フラット 35「地域活性化型・子育て支援型」 住宅取得支援補助金の対象者の利用するフラット 35の金利が 5
年間引き下げ

小山市新幹線通勤定期券購入補助金 東京方面への新幹線通勤定期券を利用開始した「新卒者」「転入
者」に対し、購入費用の一部を補助

小山市ＩＪＵ人材確保支援補助金（新設） 学生のインターンシップの交通費・宿泊費を市内企業が負担し
た場合、当該費用の一部を企業に対し補助

小山市結城紬購入費等助成制度のご案内
　小山市では、ユネスコ無形文化遺産に登録された本場結城紬産業の振興を図るため、市民の方が、栃木県本場
結城紬織物協同組合の組合員が生産した本場結城紬の反物を購入し着物等に仕立てた場合、その購入費用の一部
を助成する制度を設けています。世界に認められた本場結城紬の伝統の技をご堪能ください。

交付対象 助成金の額
婚姻にあたり、本場結城紬の着物等を購入した方 購入費用の 50%( 上限 40万円 )
成人式で着用するため、本場結城紬の着物等を購入した方 購入費用の 40%( 上限 30万円 )
本場結城紬の着物等を購入した方（新成人・婚姻を除く） 購入費用の 20%( 上限 20万円 )
結城紬の洋服等を購入した方 購入費用の 25%( 上限 10万円 )

問工業振興課☎22–9397

おやま本場結城紬クラフト館からのお知らせ
　ロブレ 1階にある「おやま本場結城紬クラフト館」では、本場結城紬の情報発信
拠点として伝統の技を見学・体験できる様ざまな事業を行っています。
①糸つむぎ・地機織り実演見学
　毎月第 1土曜日 10:15 ～ 11:15、11:30 ～ 12:30、13:30 ～ 14:30、14:45 ～ 15:45　※5月のみ 5/11 ㈯
②コースター織り体験
　毎月第 3日曜日 10:30、13:00、14:30 の 3回　料金 1,000 円　対象小学校・義務教育学校 3年生以上
③本場結城紬着心地体験
　毎週火曜日～日曜日（7、8月を除く）10:30 ～ 16:00※1週間前までに要予約　料金 2,500 円
　※まゆクラフト等のワークショップも開催。
　　毎月広報で詳細をお知らせします。4月分は、本紙 22ページに掲載

問おやま本場結城紬クラフト館
　　　　　　☎23–6477

QRコード
（工業振興課のページ）

申込み　桑絹商工会（小山市荒井 56-1）☎ 22–4523

問工業振興課☎22–9399



広報小山2019.4月号　１4

講座名 日程 受講料

教
養
大
学

日本古典文学講座
「古事記」を学ぶ③

①5/9㈭②5/30㈭
③6/13㈭④6/27㈭
⑤7/11㈭

1,500円

「藤田嗣治の世界」
美術史と修復へのご招待

①5/12㈰②5/19㈰
③6/2㈰④6/16㈰ 2,000円

楽しい名字のお話 7/6㈯ 500円

市
民
講
座

初心者向けパソコン講
座

①6/7㈮②6/14㈮
③6/21㈮④6/28㈮
⑤7/5㈮

1,500円

初心者のためのダーツ
スポーツ

①5/13㈪②5/27㈪
③6/10㈪④6/24㈪
⑤7/8㈪

1,000円

四季を楽しむハイキン
グ (霧降高原 ) 6/8㈯ 1,000円

えぷろん亭「世界編」
～中華・イタリアン・
インド・韓国～

①5/21㈫②6/3㈪
③6/20㈭④7/4㈭ 4,500円

自然観察セミナー
①6/1㈯②6/27㈭
③7/16㈫④8/27㈫
⑤9/11㈬

7,000円

共
催初心者向け油絵講座

①7/13㈯②7/20㈯
③8/3㈯④8/31㈯
⑤9/7㈯

3,000円
＋材料費

中央公民館前期・通年講座受講生募集
◆申込み　4/2㈫～ 12㈮【必着】
方　法　①ご来館にて申込書に記入
　　　　②必要事項（①講座名、②住所、③氏名、④年齢、⑤携帯電話番号）を明記し、
　　　　　ハガキまたはFAXで同館へ
　　　　③ホームページの申込みフォームから（右記のQRコードからアクセス可能）
その他　定員を超えた場合は4月13日㈯14:00からパソコン室で抽選（小山市民を優先）を行います。
　　　　申込者が少ない講座は開催できない場合もあります。

申込み・問中央公民館
〒323–0023小山市中央町1–1–1
☎22–9562･9563/ＦＡＸ24–3021

※新すこやか学級は、0～ 2歳の親子対象の講座です
※新家庭教育学級は、小学校および義務教育学校の
　4～ 6年生の親子対象の講座です

講座名 日程 受講料

託
児
付
き
市
民
講
座

こころを伝える
ペーパーアート講座

①5/28㈫②6/11㈫
③6/25㈫

3,000円
要託児
3,500円

「消しゴムはんこ」で
カレンダー作り

①5/17㈮②5/31㈮
③6/14㈮④6/28㈮
⑤7/5㈮

2,000円
要託児
2,500円

プランターで楽しむ
季節の寄せ植え

①5/8㈬②5/30㈭
③6/18㈫④7/11㈭

3,500円
要託児
4,000円

学
級

小山地区シニア学級
（60歳以上の方対象）

①6/1㈯②7/3㈬
③10/2㈬④10月中
⑤11/16㈯⑥12/7㈯

4,000円

小山地区女性学級
①5/20㈪②7/18㈭
③9/30㈪④10/28㈪
⑤11月中⑥12/16㈪

4,500円

新すこやか学級
「ちびっこタイム0.1.2」①5/15㈬②6/19㈬

親子ペア
300円

新家庭教育学級
「親子学びの森」

①5/26㈰②6/9㈰
③6/22㈯④7/7㈰

親子ペア
3,500円

詳細は、ホームページまたはパンフレットをご覧ください

～超絶写実、箔と絵具を重ねた独自の描法で魅了する～
祝　小山市制65周年、開館10周年
第46回企画展「塚原哲夫日本画展」
　市出身の日本画家・塚

つかはらてつお

原哲夫（1933 ～ 2012年）の初期作品から円熟期
の大作を含む16点の代表作を展示します。雄大な山岳風景や細密な花鳥画
などを描き、日本画のスケールを超えた画境を拓いた異才と称された塚原芸
術の本質を体験する機会となりますようご案内します。
会　期　4/27㈯～ 6/9㈰　　開館時間　9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
休館日　月曜日（4/29、5/6は開館）、5/7㈫・24㈮
料　金　一般400円（300円）　高校・大学生250円（150円）
　　　　※（　）内は20人以上の団体料金。中学生・義務教育学校生以下無料　
　　　　◎おやまミュージアム割引：市立博物館の半券（2019年4月以降の日付印があるもの。年度内1回限り
　　　　　有効）で一般100円、高校大学生50円割引
特別無料公開日　4/30㈫～ 5/5㈰、5/18㈯（国際博物館の日）
関連事業　※定員があるものは4/2㈫より申込先着順
①オープニングセレモニー　4/27㈯10:00 ～
②ギャラリートーク　定員：30人
　5/12㈰14:00 ～　講師：有坂隆二氏（造形作家）
　5/18㈯14:00 ～　講師：末武さとみ氏（佐野市立吉澤記念美術館学芸員）
③ＣＤコンサート　5/1㈬、5/25㈯各日11:00 ～、15:00 ～
④スタディプログラム/ワークショップ「やさしい日本画－動物を描く－」　定員：中学生以上15人
　5/26㈰10:00 ～ 15:00　講師：谷川将樹氏（日本画家）　材料費：500円

問車屋美術館☎41-0968

◎2019年度「市民ギャラリー予約調整会」
　市民ギャラリーの予約を受付けます。
※1団体4日間まで、詳細はお問合せください
日時　5/26㈰14:00 ～　会場　市立博物館
貸出期間　2020年2/6㈭～ 3/22㈰

塚原哲夫《弦楽四重奏》
2005年　佐野市立吉澤記念美術館蔵

〔 〕
〔 〕
〔 〕



博物館　2019年度前期講座のお知らせ

ハガキでの申込み方法
　　ハガキ（1講座につき1枚）に①講座名、②郵便番号・住所、③参加者全員の氏名（学校学年、一般、保護者）と性別、
　④同伴者全員の氏名（学校学年、一般、保護者、幼児）と性別、⑤電話番号を明記し、各必着日までに博物館
（〒329-0214小山市乙女1-31-7）へ郵送してください。※抽選結果や各講座内容の詳細等は、後日連絡します

問博物館☎45–5331

講座名 日時 内容（対象・定員等） 参加料 申込み
博物館ボランティアの常設展示案内

「じっくり知ろう小山の歴史」
4/14㈰、5/12㈰
9:30 ～ 12:00

常設展示と関連した周辺史跡を案内
対象　一般　　定員　各日10人程度（先着） 無料 電話

各日前日まで

火起こし体験 5/25㈯、6/15㈯
11:00 ～ 11:45

対象　小学生～一般（小学4年生以下は保護者同伴）
定員　各日10人程度（先着） 無料 電話

各日前日まで

縄文土器を作ろう 6/29㈯
9:00 ～ 12:00

歴史で学習する縄文土器を自分の手で作成
対象　小学4年生～一般　　定員　15人（抽選）

600 円
（材料費）

ハガキ
6/1 ㈯必着

親子昆虫教室 7/21㈰
9:30 ～ 11:30

公園を散策しながら昆虫を観察・採集
対象　小学生以上の親子　　定員 25人（抽選）
場所　なまいふるさと公園（旧思川水辺公園）

無料 ハガキ
7/5 ㈮必着

麦わら細工教室
「ガラガラとほたるかご」

7/27㈯
13:30 ～ 16:00

麦わらを編んで「ガラガラ」と「ほたるかご」を作成
対象　小学4年生～一般　　定員15人（抽選） 無料 ハガキ

7/5 ㈮必着
親子で作る素敵なアンモ
ナイトレプリカ作り

7/28㈰
13:30 ～ 15:30

対象　小学生～中学生　　定員　15人（抽選）
備考　参加者か同伴者かを申込みハガキに明記 無料 ハガキ

7/12 ㈮必着

川の生き物観察会 8/3㈯
9:30 ～ 11:30

川に入り、ザリガニや小魚などを観察・採取
対象　小学生～一般（小学1・2年生は保護者同伴）
定員　30人（抽選）　　場所　清水川（下国府塚付近）

無料 ハガキ
7/12 ㈮必着

昆虫標本作り教室 8/17㈯
9:30 ～ 11:30

チョウや甲虫の標本作成※標本にする昆虫は各自用意
対象　小学3年生～一般　　定員　15人（抽選） 無料 ハガキ

7/26 ㈮必着

祝 小 山 市 制
65周年記念事業 問博物館☎45–5331特別展「甲冑と戦の意匠」
　甲冑を長年にわたって研究・収集して来られた、小山市出身の小山評定ふるさと大使・
伊澤昭二氏の数あるコレクションを中心に、甲冑や戦にかかわる武具の数かずを紹介します。
会　期　4/27㈯～ 6/16㈰　　開館時間　9:00 ～ 17:00（入館は16:30まで）
休館日　月曜日（4/29、5/6は開館）、5/7㈫・24㈮
入場料　大人200円（100円）、高校・大学生100円（50円）
　　　　※（ ）内は20人以上の団体料金。中学生・義務教育学校生以下無料
　　　　※2019年度の市立車屋美術館の半券で、大人100円、高校・大学生50円に割引
特別無料公開日　4/30㈫～ 5/5㈰、5/18㈯、6/15㈯・16㈰

革包黒漆塗野太刀拵

鳳凰金蒔絵二枚仏胴具足

文化センター　2019年度事業のお知らせ 問文化センター
　☎22–9552

実施日時 事業内名
5/18㈯
13:30開演

ケロポンズ　ファミリーコンサートinおやま
※チケット発売中（大人1,800円、3歳～小学生800円）

5/26㈰
17:00 開演

宮川大輔×ケンドーコバヤシ　トークライブ「あんぎゃー」
※4/6㈯9:00 ～窓口発売（18歳以上3,000円、当日3,500円）

6/23㈰
14:00開演

日本交響楽団 第12回定期演奏会 ファミリーコンサート
※チケット発売中（S席1,500円、A席1,000円、高校生以下500円）

8/2㈮①12:30
②15:00

サンクトペテルブルグ国立舞台サーカス2019
※4/7㈰9:00 ～窓口発売（2,800円）

8/3㈯①11:00
②13:30

うたってあそぼう！親子のふれあい音楽会
※6月頃チケット発売予定（親子ペア800円、追加400円/人）

実施日 事業名
8/9㈮ 吉本新喜劇ワールドツアー　

9/29㈰ 室内楽コンサート・ピアノコンチェルト

10/13㈰ 朗読劇（予定）

10/26㈯ おやま寄席

11/16㈯ 思い出の童謡コンサート～歌の花束～

12/7㈯ 太宰治生誕110年記念講演会

12/21㈯ おとなのための朗読会

2020.1/26㈰ 日本交響楽団 第13回定期演奏会

※「小学生」の表記には義務教育学校1 ～ 6年生を、「中学生」の表記には義務教育学校7 ～ 9年生を含みます

15　広報小山 2019.4月号

＜関連事業＞
◆ギャラリートーク：伊澤昭二氏による展示解説　※無料、申込不要
日時　5/5㈰、6/16㈰　13:30 ～ 15:00　　　　　※人数制限の場合あり
◆甲冑着用体験　※無料、電話にて要申込み（4/10㈬から受付）
日時　4/28㈰、5/19㈰　 ①13:00②13:30③14:00④14:30⑤15:00の
　　　時間帯に各1組（大人2人・子ども3人まで）
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　小山市の高い技術のもとに生産された農畜産物や工芸品などの中から、特に
優れたものを選定し「おやまブランド」として市内外へPRするため、｢第17回
おやまブランドまつり｣を開催します!
日時　4月27日㈯10:00 ～ 15:00　※荒天中止　　会場　道の駅思川

問道の駅思川☎38-0201第 17 回 おやまブランドまつり

◆小山評定館
7つのブランドPRコーナー
・ふゆみずたんぼ米等関連のパネル展示
・うどん打ち体験、小山うどんPR
・本場結城紬の着付け体験
・小山の歴史、折り紙関連のパネル展示
・思川（思川の魚を水槽で展示）、思川桜、
　渡良瀬遊水地関連のパネル展示、PR
・ハンドベル演奏会
・ボランティア団体によるパネル展示、PR

◆ワイワイ広場 
 ・飲食ブース
 ・献血
◆小山物語館
 ・おやまブランド品の販売、実演販売
 ・おやまブランド認定品人気投票
◆小山物語館を除く敷地内
各種チラシ配布、啓蒙活動
 ・男女共同参画の推進啓発活動
 ・人権に関する啓発活動

※当日は混雑が予想
されます。乗り合い
か公共交通機関でお
越しください

　古墳や太古のロマンを感じるこの場所に足をお運びください。
イベントやここならではのおいしいものもいっぱい！
日時　4月20日㈯10:00 ～ 15:00
会場　国史跡摩利支天塚・琵琶塚古墳資料館　周辺
内容（予定）
◆ステージ発表（和太鼓披露・バンド演奏・
　よさこいダンス（小山北桜高校）・羽川お囃子 ほか）
◆子ども向けイベント（ストラックアウト・勾玉つくり・火おこし体験 ほか）
◆地元自治会や障がい者就労支援施設等による模擬店
　（野菜・花・桑うどん・えごま・桑まんじゅう等）
◆高所作業車を使った「空から古墳を見る」体験コーナー
◆まり・びわ古墳の会による古墳の案内
◆菜の花の摘み取り、なたね油の販売及び菜の花料理の試食 ほか

問文化振興課☎22-9669
　国史跡摩利支天塚・
　　琵琶塚古墳資料館☎24-5501

第2回まり・びわ古墳はなまつり

◆おやま思川桜まつりウォーキング
日時　4月6日㈯10:30 ～ 14:30　本部テントにて受付
内容　桜の名所と史跡をめぐるまち歩きコース
特典　・ゴールした方にお楽しみプレゼント
　　　・いいとこ教え隊おやまの歴史ガイドによる名所解説
　　　・おやま開運健康マイレージポイントシールプレゼント

日時　4月6日㈯10:00 ～ 15:00
会場　小山御殿広場（市役所北側）
内容　オープニングセレモニー、ステー　
　　　ジイベント、小山市PRブース ほか

～関連イベント～

おやま思川桜まつり 問おやま思川桜まつり事務局（商業観光課内）☎22–9273

◆駅からハイキング～思川桜と伝統工芸を訪ねて…開運のまち歩き～
期間　4月3日㈬～ 16日㈫　※8日㈪・15日㈪を除く
受付　9:00 ～ 11:00に市立博物館にて
内容　間々田駅から小山駅まで、定番観光スポットと桜の名所巡り
主催　JR東日本大宮支社　　協力　小山市、(一社)小山市観光協会

　薄紅色が美しい小山市原産の思川桜が咲き誇る中、春らしいステージイベントや特典付のウォーキングなど多
彩なイベントが盛りだくさん！また、今年は「中華蕎麦とみ田　富田治プレゼンツ　最強ラーメン祭2019 in 小山」
と同時開催。

◆ほろ酔い思川桜ナイト
　　　～地酒を楽しむひと時～
日時　4月5日㈮・6日㈯18:00 ～ 21:00
会場　市役所西側　思川堤防
内容　ライトアップされた思川桜の下で
　　　地酒を堪能。1杯200円～（予定）。

◆歴史ガイドと行く街道ウォーク～間々田宿→小山宿～
日時　4月14日㈰　9:30市立博物館集合、15:30頃小山駅周辺で解散
受付　商業観光課へ電話で要事前予約（定員40人）
内容　日光街道の間々田宿から小山宿まで、名所に立ち寄りながら歩
　　　くイベント。歴史ガイドの解説あり。

◆鯉のぼり群雄
期間　4月5日㈮～ 5月7日㈫
会場　小山総合公園
問（一社）小山市観光協会☎30-4772

～関連イベント～　
4月27日㈯・28日㈰、
5月3日㈮・4日㈯・5日㈰に開催！



受
け
継
が
れ
る
技
術

　「
間
々
田
の
じ
ゃ
が
ま
い
た
」
は
巨
大
な
蛇じ
ゃ
た
い体
を

か
つ
い
で
、
町
内
を
練
り
歩
く
こ
と
に
よ
り
疫
病
退

散
と
五
穀
豊
穣
を
願
っ
た
、
関
東
有
数
の
奇
祭
で
す
。

こ
の
行
事
は
、
当
日
の
勇
壮
な
水み
ず

呑の

み
や
蛇じ
ゃ

も
み
が

注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
毎
年
、
各
町
内
の
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
係
わ
っ
て
作
り
変
え
ら
れ
る
蛇
体
づ

く
り
に
も
、
大
き
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
長
さ
15
ｍ
の
大
き
な
蛇
体
は
、
地
域
の
竹
山
か
ら

選
び
出
さ
れ
た
、
太
く
長
く
真
っ
直
ぐ
な
真
竹
を
芯

に
し
て
作
ら
れ
ま
す
。
真
竹
の
芯
は
、
２
～
３
本
の

竹
を
継
ぎ
足
し
て
作
り
ま
す
が
、
こ
の
継
ぎ
足
し
に

も
外そ
と
つ
ぎ継
と
中な
か
つ
ぎ継
が
あ
り
、
外
継
は
強
固
な
、
中
継
は

柔
軟
な
蛇
体
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
竹
の
芯
を
固
く
巻
き
締
め
る
藁

縄
の
下
巻
き
の
方
法
に
も
、
藁
縄
の
間
隔
を
狭
く
頭

か
ら
尻
尾
に
向
け
て
一ひ
と
え重
に
巻
く
方
法
と
、
頭
か
ら

尻
尾
に
向
け
て
や
や
広
い
間
隔
で
巻
き
、

尻
尾
か
ら
再
び
頭
に
向
け
て
巻
き
上
げ
る

往
復
巻
き
の
２
通
り
の
や
り
方
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
蛇
体
の
ね
じ
れ
を
防
ぐ
こ

と
や
次
の
作
業
で
あ
る
か
ら
巻
き
の
美
し

さ
を
追
求
し
て
考
え
出
さ
れ
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
竹
の
芯
に
藁
を
巻

き
付
け
て
、蛇
体
の
頭
か
ら
尻
尾
に
向
か
っ

て
な
め
ら
か
な
勾
配
を
作
り
だ
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
頭
部
分
を
太
く
尻
尾
を

細
く
、
全
体
を
美
し
く
絞
り
上
げ
る
た
め

に
は
、
藁
当
て
と
縄
締
め
に
係
わ
る
人
の

高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

各
自
治
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
先
輩
か
ら
技

術
を
受
け
継
い
だ
名
手
が
お
り
、
こ
の
作
業
の
実
施

と
技
術
の
伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
５
月
５
日
、
行
事
当
日
に
各
町
内
そ
れ
ぞ
れ
の
伝

統
の
技
術
で
作
ら
れ
た
蛇
体
は
、
各
町
内
独
特
の
配

色
で
塗
彩
さ
れ
た
蛇
じ
ゃ
が
し
ら頭
を
着
け
、
コ
ケ
ラ
で
全
身
を

お
お
わ
れ
飾
ら
れ
ま
す
。

地
域
愛
を
生
み
出
す
じ
ゃ
が
ま
い
た

　
じ
ゃ
が
ま
い
た
の
準
備
か
ら
行
事
の
実
施
ま
で
、

各
町
内
の
関
係
者
は
数
百
人
に
お
よ
び
ま
す
。
間
々

田
っ
子
は
、
ご
く
自
然
に
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
こ

の
行
事
に
参
加
し
ま
す
。
い
つ
の
間
に
か
、
自
分

の
町
内
の
蛇じ
ゃ

に
誇
り
を
も
っ
て
育
っ
て
い
き
ま
す
。

や
が
て
、
青
年
と
な
っ
て
親
と
な
っ
て
、
再
び
こ
の

行
事
に
参
加
し
た
時
、
そ
の
体
内
に
強
く
摺
り
込

ま
れ
た
各
町
内
の
伝
統
は
無
意
識
の
う
ち
に
覚
醒

し
ま
す
。
当
地
に
長
く
住
ん
で
き
た
人
、
新
し
く

住
ま
わ
れ
た
人
、
じ
ゃ
が
ま
い
た
に
参
加
す
る
人
々

は
、
皆
同
じ
思
い
を
共
有
で
き
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
、
力
を
合
わ
せ
て
一
体

の
蛇
を
作
り
上
げ
る
。
こ
の
行
事
を
支
え
る
住
民

の
底
力
が
、
人
々
の
ま
と
ま
り
、「
和
」
を
生
み
出

す
の
で
す
。
地
域
の
人
々
の
「
和
」
無
く
し
て
は
、

じ
ゃ
が
ま
い
た
は
こ
れ
ほ
ど
長
い
間
続
い
て
こ
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
地
域
全
員
で
じ
ゃ
が
ま
い
た
を
守
り
伝
承
す
る
、

こ
の
貴
い
地
域
愛
を
生
み
出
す
間
々
田
の
じ
ゃ
が

ま
い
た
は
、
学
問
的
に
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
ば
か

り
で
は
な
く
、
と
も
す
れ
ば
希
薄
と
な
り
が
ち
な
、

現
在
の
地
域
の
結
束
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。

間
々
田
の
じ
ゃ
が
ま
い
た
保
存
会
　
野
口
　
靜
男

1７　広報小山 2019.4月号

シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○192

祝

　国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

　
　
　間
々
田
の
じ
ゃ
が
ま
い
た

　
２
０
１
９
年
２
月
８
日
、
小
山
市
南
部
、
間
々
田
の
町

内
に
、
古
く
江
戸
の
昔
よ
り
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
「
間
々

田
の
じ
ゃ
が
ま
い
た
」
を
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

す
る
よ
う
、
国
の
文
化
財
保
護
審
議
会
か
ら
文
部
科
学
大
臣

に
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
官
報
公
示
を
も
っ
て
正
式
に
指
定
さ
れ
、

保
護
団
体
で
あ
る
「
間
々
田
の
じ
ゃ
が
ま
い
た
保
存
会
」
に

指
定
書
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町内が協力して行う「から巻き」

勇壮な「水呑み」
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●
イ
ベ
ン
ト

渡
良
瀬
遊
水
地
ク
リ
ー
ン
作
戦

日
時
　
４
／
13
㈯
９
時
開
始
（
８

時
半
開
会
式
）

※
小
雨
決
行
。
雨
天
中
止

集
合
場
所
　
下
生
井
堤
防

そ
の
他
　
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
は
用
意

し
ま
す
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
７
６

●
ス
ポ
ー
ツ

第
１
回
子
ど
も
水
泳
教
室
参
加
者

募
集

期
間
　
４
／
25
～
７
／
４
の
毎
週

木
曜
（
全
10
回
）　
※
５
／
２
㈭

は
除
く

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

内
容
　
水
な
れ
か
ら
バ
タ
足
、
ク

ロ
ー
ル

対
象
・
定
員
　
市
内
在
住
の
小
学

生
（
初
心
者
歓
迎
）
40
人
　
※
身

長
120
㎝
以
上
。
定
員
を
超
え
た
場

合
は
、
抽
選

参
加
費
　
３
千
200
円（
保
険
料
込
）

申
込
み
　
４
／
18
㈭
17
時
～
17
時

半
に
参
加
費
を
添
え
て
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
☎
�
４
６
１
７

み
ん
な
で
歩
け
歩
け
運
動
５
㎞

日
時
　
５
／
５
㈰
８
時
45
分
集
合

コ
ー
ス
　
古
河
駅
（
西
口
）
集
合

→
雀
神
社
→
満
福
寺
→
古
河
リ

バ
ー
サ
イ
ド
→
永
井
寺
→
て
ん
こ

く
美
術
館
→
大
沼
公
園
→
古
河
駅

（
西
口
）
解
散

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

※
当
日
☎
０
８
０
・
２
６
８
４
・
０
６
６
８

新
体
力
テ
ス
ト

①
高
齢
者
の
部

日
時
　
５
／
９
㈭
９
時
受
付

対
象
　
65
歳
～
79
歳
の
市
内
在
住
者

内
容
　
日
常
生
活
活
動
ア
ン
ケ
ー

ト
・
握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長
座

体
前
屈
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ

障
害
物
歩
行
・
６
分
間
歩
行

②
青
年
の
部

日
時
　
５
／
26
㈰
９
時
受
付

対
象
　
20
歳
～
64
歳
の
市
内
在
住
者

内
容
　
握
力
・
上
体
起
こ
し
・
長

座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・
20
ｍ

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
・
立
ち
幅
と
び

共
通

会
場
　
県
南
体
育
館
剣
道
場

そ
の
他
　
参
加
無
料
　
※
運
動
し

や
す
い
服
装
で
参
加

申
込
み
　
①
４
／
１
㈪
～
19
㈮
②

４
／
１
㈪
～
５
／
10
㈮
の
平
日
８

時
半
～
17
時
15
分
に
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
☎
�
２
６
９
５

シ
ニ
ア
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時
　
５
／
23
㈭
８
時
（
小
山
総

合
公
園
第
二
駐
車
場
集
合
）

コ
ー
ス
　
群
馬
県
吾
妻
峡
八
ッ
場

ダ
ム
約
５
㎞

定
員
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
45
歳

以
上
の
健
康
な
方
・
先
着
70
人

参
加
費
　
４
千
500
円

申
込
み
　
４
／
15
㈪
～
19
㈮
の
平

関
東
ど
ま
ん
な
か

サ
ミ
ッ
ト
情
報

【
栃
木
市
】

き
ゃ
わ
ふ
ぇ
す
in
栃
木
市
に
か
い

め
っ
！
「
か
わ
い
い
」
を
「
ゆ
る
や

か
に
」
楽
し
め
る
お
ま
つ
り
。
と
ち

介
と
一
緒
に
素
敵
な
想
い
出
を
♪

日
時
　
４
／
20
㈯
11
時
～
15
時

（
10
時
半
開
場
）

場
所
　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園
総

合
体
育
館 (

川
原
田
町)

司
会
　
寺
嶋
由
芙
さ
ん

内
容
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
Ｐ
Ｒ
ス

テ
ー
ジ
・
グ
ッ
ズ
販
売
、
栃
木
市

グ
ル
メ
ブ
ー
ス
　
な
ど

出
演
　
と
ち
介
、と
ち
ま
る
く
ん
、

さ
の
ま
る
、
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
、
し

ま
ね
っ
こ
　
ほ
か

そ
の
他
　
入
場
無
料
、
室
内
履
き

持
参

問
栃
木
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

☎
０
２
８
２
�
２
３
１
５

【
野
木
町
】

野
木
町
煉
瓦
窯
で
明
治
の
薫
り
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か

　
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
野

木
町
煉
瓦
窯
が
見
学
で
き
ま
す
。

見
学
時
間
　
９
時
～
17
時
（
野
木

ホ
フ
マ
ン
館
の
開
館
日
の
み
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等
に
よ

る
解
説
付
き
の
見
学
ツ
ア
ー
も
実

施
（
９
時
半
、
10
時
半
、
11
時
半
、

13
時
、14
時
、15
時
、16
時
の
７
回
）

料
金
　
中
学
生
以
下
　
無
料

　
　
　
高
校
生
以
上
　
１
人
100
円

（
15
人
以
上
の
団
体
の
場
合
１
人

80
円
）　
※
詳
し
く
は
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

☎
０
２
８
０
�
６
６
６
７

【
古
河
市
】

華
麗
な
る
日
本
刀
　
備
前
刀
の
伝

統
　
鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
ま
で

　
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で

の
備
前
刀
の
名
品
と
江
戸
時
代
の

名
工
の
備
前
伝
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

期
間
　
５
／
６
㈪
ま
で

時
間
　
９
時
～
17
時
（
入
館
は
16

時
半
ま
で
）

休
館
日
　
４
／
25
㈭
・
26
㈮

場
所
　
古
河
歴
史
博
物
館

料
金
　
大
人
400
円
、
小
中
高
生
100
円

問
古
河
歴
史
博
物
館

☎
０
２
８
０
�
５
２
１
１

【
加
須
市
】

加
須
に
年
金
機
構
の
分
室
開
所
！

　
加
須
市
役
所
本
庁
舎
２
階
に
熊

谷
年
金
事
務
所
加
須
分
室
「
ね
ん

き
ん
サ
テ
ラ
イ
ト
加
須
」
が
２
月

に
開
所
し
ま
し
た
。
年
金
の
相
談

や
請
求
手
続
き
、
厚
生
年
金
と
国

民
年
金
の
届
出
書
の
受
付
な
ど
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

受
付
時
間
　
８
時
半
～
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す

予
約
受
付
専
用
電
話

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
４
８
９
０

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
番
号

で
お
か
け
に
な
る
場
合
は
、
☎

０
３
・
６
６
３
１
・
７
５
２
１
へ
お

願
い
し
ま
す

問
熊
谷
年
金
事
務
所

☎
０
４
８
・
５
２
２
・
５
０
１
２

【
板
倉
町
】

わ
た
ら
せ
自
然
館
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　
渡
良
瀬
遊
水
地
の
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。
大
谷
石

造
り
の
米
蔵
を
改
築
利
用
し
た
趣

き
あ
る
建
物
で
す
。
板
倉
東
洋
大

前
駅
か
ら
渡
良
瀬
遊
水
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
と
し
て
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
館
内
で
は
、
遊
水
地
を
立
体

模
型
や
植
物
の
ジ
オ
ラ
マ
展
示
な

ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
わ
た
ら
せ
自

然
館
で
受
付
け
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
で
の
渡
良
瀬
遊
水
地
の
周
遊

や
町
内
探
訪
に
お
勧
め
で
す
。

問
わ
た
ら
せ
自
然
館

☎
０
２
７
６
�
１
９
３
５

本紙３月号のP16インフォメーション内に誤りがありました。
お詫びするとともに、訂正いたします。
・「日光道西遺跡発掘調査現地説明会」会場　
　（誤）大字喜沢字地内地内　→　（正）大字喜沢地内
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日
８
時
半
～
17
時
15
分
に
参
加
費

を
添
え
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�

２
６
９
５

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
初
心
者
講

習
会

日
時
　
４
／
15
㈪
９
時
～
正
午

※
雨
天
の
場
合
４
／
16
㈫
に
順
延

会
場
　
小
山
総
合
公
園
ほ
た
る
の

館
お
よ
び
森
の
は
ら
っ
ぱ

対
象
　
市
内
在
住
者

参
加
費
　
500
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
み
　
４
／
11
㈭
ま
で
に
（
公

財
）
市
体
育
協
会
事
務
局
☎
�

５
８
５
６

問
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・
青
柳

☎
０
９
０
・
４
０
０
０
・
８
１
２
７

お
花
見
（
思
川
桜
）
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
開
催

日
時
　
４
／
21
㈰
８
時
半
（
市
役

所
集
合
）

行
き
先
　
市
内
・
約
35
㎞

対
象
　
小
学
４
年
生
以
上

参
加
費
　
500
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物
　
昼
食
、
雨
具
、
帽
子
、

手
袋
、
そ
の
他
各
自
必
要
な
物

そ
の
他
　
小
雨
中
止
。
自
転
車
は

各
自
整
備

問
小
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

吉
原
☎
�
６
１
２
１

２
０
１
９
年
度
春
の
女
性
テ
ニ
ス

教
室
の
開
催

日
時
　
５
／
10
㈮
・
13
㈪
・
17
㈮
・

20
㈪
・
24
㈮
・
27
㈪
・
31
㈮
、
６

／
３
㈪
（
全
８
回
）
10
時
～
正
午

※
予
備
日
６
／
７
㈮
・
10
㈪

会
場
　
あ
け
ぼ
の
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

定
員
　
先
着
35
人（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
費
　
５
千
円
（
保
険
料
込
）

持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
料
等

※
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
し
有
り

申
込
み
　
４
／
15
㈪
10
時
～
10
時

半
に
参
加
費
を
添
え
て
県
立
温
水

プ
ー
ル
館
会
議
室

問
市
テ
ニ
ス
協
会
・
兵
藤

☎
０
９
０
・
４
９
４
１
・
９
５
８
７

弓
道
教
室
の
開
催

日
時
　
５
／
８
～
６
／
８
の
毎
週

水
曜
・
土
曜
（
全
10
回
）、
水
曜
19

時
半
～
21
時
・
土
曜
10
時
～
11
時
半

会
場
　
市
営
弓
道
場
（
市
役
所
西

側
駐
車
場
）

定
員
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳

以
上
・
先
着
10
人

参
加
費
　
千
円
（
保
険
料
込
）

申
込
み
　
４
／
18
㈭
～
24
㈬
の
平

日
10
時
～
17
時
に
参
加
費
を
添
え

て
（
公
財
）
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
�
５
８
５
６

問
市
弓
道
会
・
安
倍
（
ア
ン
ベ
）

☎
０
９
０
・
６
０
１
２
・
３
６
７
４

春
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
体
験
教
室
の
開
催

日
時
　
５
／
11
㈯
・
18
㈯
10
時
～

正
午

会
場
　
小
山
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
場

定
員
　
市
内
在
住
で
軽
ス
ポ
ー
ツ

の
で
き
る
方
・
先
着
20
人

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
４
／
10
㈬
～
26
㈮
の
平

日
10
時
～
17
時
に
（
公
財
）
市
体

育
協
会
事
務
局
☎
�
５
８
５
６

問
市
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
・
佐
藤
☎
�
２
８
９
０

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
お
に
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
参
加
者
募
集

①
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

日
時
　
５
／
11
㈯
～
毎
週
土
曜
14

時
半
か
ら

会
場
　
小
山
第
二
小
学
校
体
育
館

定
員
　
20
人

②
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
時
　
毎
週
土
曜
９
時
半
か
ら

会
場
　
小
山
第
二
小
学
校
体
育
館

定
員
　
初
心
者
若
干
名

③
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
毎
週
土
・
日
曜
13
時
か
ら

会
場
　
小
山
第
二
中
学
校
第
二
グ

ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員
　
初
心
者
20
人

④
ゴ
ル
フ
教
室

日
時
　
５
／
８
㈬
～
２
０
２
０
年

３
月
ま
で
の
第
２
・
第
４
水
曜（
全

20
回
）
19
時
か
ら

会
場
　
ひ
ま
わ
り
ゴ
ル
フ
練
習
場

定
員
　
初
心
者
若
干
名

共
通

参
加
費
　
ク
ラ
ブ
会
員
１
回
100

円
、
ク
ラ
ブ
非
会
員
１
回
300
円

そ
の
他
　
ク
ラ
ブ
会
費

一
般
（
中
学
生
以
上
）
年
間
３
千
円

子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）
年
間

千
500
円

問
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
・
廣
瀬
☎
�

５
０
８
３

●
お
知
ら
せ

自
死
遺
族
の
会

　
大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た
…
、
そ
の
想
い
を
わ
か
ち

あ
え
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
４
／
16
㈫
14
時
～
16
時

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
親
近
者
だ
け
で
は
な
く
、

親
し
い
友
人
を
亡
く
し
た
方
で

も
、
つ
ら
い
想
い
を
抱
え
た
方
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
市
外
の
方
も
可

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

小
山
市
民
キ
ャ
ン
プ
場
（
涸
沼
自
然

公
園
内
）
の
ご
案
内

期
間
　
４
／
25
㈭
～
10
／
31
㈭

会
場
　
茨
城
県
茨
城
町
涸
沼
自
然

公
園
内
涸
沼
自
然
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
管
理
事
務
所

対
象
　
市
に
住
所
を
有
す
る
方
お

よ
び
在
勤
、
在
学
の
方

参
加
費
　
テ
ン
ト
一
張
り
千
円
、

大
人
100
円
、
子
ど
も
50
円
（
５
歳

～
15
歳
）、
乳
幼
児
無
料

申
込
み
　
４
／
12
㈮
～
10
／
30

㈬
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�

０
０
２
１

都
市
計
画
に
係
る
案
の
縦
覧

　
皆
さ
ま
か
ら
の
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
に
都
市
計
画
の
案
を
縦

覧
し
ま
す
。（
思
川
駅
北
口
駅
前

地
区
地
区
計
画
の
決
定
）

期
間
　
４
／
８
㈪
～
22
㈪

会
場
　
都
市
計
画
課

対
象
　
関
係
市
町
村
の
住
民
お
よ

び
利
害
関
係
人

問
同
課
☎
�
９
２
０
３

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
種
類
　
甲
種
・
乙
種(

第
１

～
６
類)

・
丙
種

期
日
　
６
／
２
㈰

会
場
　
白
鷗
大
学
大
行
寺
キ
ャ
ン

パ
ス

申
込
み
　
４
／
１
㈪
～
12
㈮
の
平

日
８
時
半
～
17
時
に
願
書
等
を
消

防
本
部
予
防
課
に
持
参

※
他
郵
送
、
電
子
申
請
あ
り

問
同
課
☎
�
６
６
５
８



危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

日
時
　
５
／
10
㈮
９
時
～
16
時
半

会
場
　
県
南
体
育
館
研
修
室

対
象
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種

第
４
類
受
験
予
定
者

申
込
み
　
４
／
１
㈪
～
５
／
８
㈬

の
平
日
８
時
半
～
17
時
に
申
込

書
・
受
講
料
（
千
円
～
）
を
消
防

本
部
予
防
課
に
持
参

問
同
課
☎
�
６
６
５
８

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

表
彰
区
分
　
40
年
、
30
年
、
20
年

表
彰
予
定
日
　
10
／
29
㈫

受
賞
資
格
　
①
２
０
１
４
年
４
／

１
～
２
０
１
９
年
３
／
31
ま
で
に

無
事
故
・
無
違
反
（
違
反
点
数
３

点
以
下
の
軽
微
な
違
反
１
回
は
除

く
）
②
過
去
に
緑
十
字
銅
章
以
上

の
交
通
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
③

交
通
法
令
以
外
の
他
の
法
令
に
違

反
し
た
こ
と
が
な
い

申
込
み
　
４
／
24
㈬
～
５
／
17
㈮

に
、
小
山
警
察
署
免
許
窓
口
（
交

通
安
全
協
会
事
務
局
）
ま
た
は
、

市
役
所
生
活
安
心
課
か
各
出
張
所

に
証
明
書
等
を
提
出

問
同
事
務
局
☎
�
６
６
１
５

小
山
市
住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
等
設
置
費
補
助
金

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
、
市
内
の
自
ら
居
住
す
る
住

宅
に
対
象
機
器
（
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
・
高
効
率
給
湯
器
・
定
置

用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
）
を

設
置
し
た
市
民
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
２
０
１
９

年
４
月
１
日
以
降
に
設
置
し
た
高

効
率
給
湯
器
に
つ
い
て
は
補
助
金

額
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
補
助
金
額
や
申
請
方
法
等
、
詳

細
に
つ
い
て
は
環
境
課
環
境
政
策

係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎
�
９
２
９
０

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
さ
れ
ま

し
た
（
塩
沢
自
治
会
）

　（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
申
請
を
行
い
、
塩
沢

自
治
会
の
お
囃
子
山
車
の
整
備
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
郷
土

芸
能
文
化
の
存
続
・
継
承
と
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
積
極
的
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
☎
�
９
２
４
８

就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
市
内
在
住
の
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
、
学
用
品

費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。

※
世
帯
構
成
、
生
活
・
所
得
状
況

な
ど
を
審
査
し
認
定
し
ま
す
。
申

請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
教
育
総

務
課
・
各
学
校
に
も
あ
り
ま
す

対
象
　
市
内
在
住
の
児
童
・
生
徒

の
保
護
者

申
込
み
　
各
学
校

問
教
育
総
務
課
☎
�
９
６
４
３

消
費
者
被
害
防
止
の
出
前
講
座

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺

等
の
特
殊
詐
欺
や
悪
質
な
訪
問
販

売
、
電
話
勧
誘
等
へ
の
対
応
に
関

す
る
講
話
。
消
費
者
団
体
に
よ
る

寸
劇
、
紙
芝
居
で
被
害
に
遭
わ
な

い
方
法
を
教
え
ま
す
（
応
相
談
）。

そ
の
他
　
会
場
や
準
備
等
は
、
主

催
者
側
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み
　
生
活
安
心
課
へ
事
前
に

電
話
（
☎
�
９
２
８
２
）
で
連
絡

の
上
、
申
請
書
を
提
出

産
前
産
後
免
除
制
度

　
４
月
よ
り
、
新
し
い
国
民
年
金

保
険
料
免
除
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
第
一
号
被
保
険
者
の
方

で
、
２
０
１
９
年
２
月
以
降
に
出

産
さ
れ
た
方
ま
た
は
出
産
予
定
の

方
を
対
象
に
、
届
出
に
よ
り
出
産

予
定
月
（
出
産
月
）
の
前
月
か
ら

４
カ
月
間
保
険
料
が
免
除
さ
れ
、

そ
の
期
間
納
め
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

　
届
出
は
国
保
年
金
課
・
各
出
張

所
に
て
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前

か
ら
受
付
可
能
で
す
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

交
通
安
全
教
室
の
開
催

　
市
で
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、

学
校
、
自
治
会
、
老
人
会
等
の
団

体
が
主
催
す
る
交
通
安
全
教
室
に

交
通
教
育
指
導
員
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。

時
間
　
９
時
半
～
15
時
（
１
教
室

90
分
程
度
）

内
容
　
交
通
安
全
に
関
す
る
講

話
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
実
技
等

※
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

そ
の
他
　
会
場
や
準
備
等
は
、
主

催
者
側
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
生
活
安
心
課
へ
事
前

に
電
話
（
☎
�
９
４
９
７
）
で
連

絡
の
上
、
申
請
書
を
提
出

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

２
０
１
９
年
国
民
生
活
基
礎
調
査

の
実
施

　
こ
の
調
査
は
、
県
内
100
地
区
を

対
象
と
し
て
６
月
と
７
月
の
２
回

に
渡
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
栃
木
県

知
事
の
発
行
す
る
身
分
証
を
携
帯

し
た
調
査
員
が
、
対
象
地
区
の
お

宅
に
直
接
、
調
査
の
お
願
い
に
伺

い
ま
す
。
電
話
等
で
調
査
内
容
を

お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
調
査
地
区
は
、
本
市

の
一
部
を
含
み
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
県
健
康
増
進
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
０
９
４

●
募
集

パ
パ
マ
マ
応
援
料
理
教
室

日
時
　
４
／
23
㈫
、
５
／
21
㈫
、

６
／
18
㈫
、７
／
16
㈫
（
全
４
回
）

10
時
半
～
13
時

会
場
　
道
の
駅
思
川
料
理
実
習
室

内
容
　
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
簡
単
家

庭
料
理
　
※
お
や
ま
和
牛
も
登
場

定
員
　
妊
娠
期
～
小
学
生
を
子
育

て
中
の
パ
パ
マ
マ
・
20
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費
　
２
千
500
円
（
４
回
分
）

申
込
み
　
４
／
12
㈮
ま
で
に
電
話

で
農
政
課
☎
�
９
２
５
７

市
民
農
園
体
験
農
園（
春
夏
野
菜
）

参
加
者
募
集

日
時
　
４
／
20
㈯
９
時
～
11
時

（
予
定
）

会
場
　
市
民
農
園
内
体
験
農
園

（
道
の
駅
思
川
南
）

内
容
　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
枝
豆
、

カ
ボ
チ
ャ
等
の
種
ま
き
、収
穫（
収

穫
は
夏
季
）

定
員
　
先
着
50
組

参
加
費
　
１
組
２
千
円

申
込
み
　
４
／
18
㈭
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

「
ラ
ム
サ
ー
ル
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」

オ
ー
ナ
ー
制
オ
ー
ナ
ー
募
集

期
間
　
５
月
下
旬
～
９
月
下
旬

区
画
　
先
着
３
区
画
（
鏡
４
５
５

番
地
）

内
容
　
５
月
下
旬
：
田
植
え
、
７
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月
中
旬
：
除
草
作
業
・
生
き
物
調

査
、
９
月
下
旬
：
稲
刈
り
・
収
穫

体
験

参
加
費
　
１
区
画
１
万
８
千
円

そ
の
他
　
１
区
画
あ
た
り
20
㎏
の

ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
米
（
玄
米
）
を

提
供
、
１
区
画
は
約
100
㎡
（
７
～

８
人
で
の
作
業
に
適
す
る
）

申
込
み
　
４
／
26
㈮
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
８
０
７
・
９
２
６
９

市
民
農
園
体
験
水
田
参
加
者
募
集

日
時
　
５
／
12
㈰
10
時
～
正
午

（
予
定
）

会
場
　
市
民
農
園
内
体
験
水
田

（
道
の
駅
思
川
南
）

内
容
　
手
植
え
に
よ
る
田
植
え
体

験
（
秋
に
稲
刈
り
体
験
）

定
員
　
先
着
40
人

参
加
費
　
大
人
：
３
千
円
、
子
ど

も
（
小
学
生
）
：
千
500
円

※
稲
刈
り
参
加
費
込

申
込
み
　
５
／
７
㈫
ま
で
に
農
政

課
☎
�
９
２
５
４

２
０
１
９
年
度
車
屋
美
術
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
新
会
員
募
集

内
容
　
小
川
家
住
宅
の
観
覧
者
に

対
す
る
案
内
、
広
報
補
助
活
動

定
員
　
20
人

申
込
み
　
４
／
２
㈫
～
５
／
11
㈯

に
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
車
屋
美
術
館
に
送
付

※
申
込
用
紙
は
同
館
に
請
求

問
同
館
☎
�
０
９
６
８

認
知
症
予
防
教
室

　
認
知
症
予
防
の
た
め
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
５
／
７
～
６
／
25
の
毎
週

火
曜
（
全
８
回
）
10
時
～
11
時
半

（
初
回
の
み
９
時
半
か
ら
）

対
象
　
65
歳
以
上
の
方

会
場
　
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
マ
ル
ベ
リ
ー
館)

申
込
み
　
４
／
10
㈬
か
ら
電
話
に

て
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
�

９
６
４
８

第
19
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
）

派
遣
選
手
募
集

派
遣
期
間
　
10
／
11
㈮
～
15
㈫

応
募
資
格
　

◎
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
13
歳
以
上
の
身
体
・
知
的
・
精

神
障
害
者

②
県
内
在
住
・
通
学
・
通
所
し
て

い
る
方

③
昨
年
の
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
中
止
）
に
応
募
し
た
方
【
※

卓
球
（
精
神
）
お
よ
び
ボ
ウ
リ
ン

グ
に
応
募
す
る
方
は
、
昨
年
の
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
応
募
し

て
い
な
く
て
も
応
募
可
】

④
合
同
練
習
会
（
全
５
回
）
に
参

加
で
き
る
方

募
集
競
技
　
①
陸
上
競
技
②
水
泳

③
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
④
卓
球

⑤
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
⑥

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
⑦
ボ
ウ
リ
ン
グ

※
①
②
③
は
身
体
・
知
的
障
害
者
、

④
は
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
、

⑤
⑥
は
身
体
障
害
者
、
⑦
は
知
的

障
害
者

申
込
み
　
４
／
16
㈫
～
５
／
21
㈫

に
福
祉
課
☎
�
９
６
２
４
、
FAX
�

２
３
７
０

※
障
害
者
福
祉
施
設
の
利
用
者
、

特
別
支
援
学
校
等
の
在
学
者
、
県

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
加
入
者
は

各
所
属
先
へ

問
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
・

FAX
０
２
８
・
６
２
４
・
２
７
６
１

「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
９
さ
の
」

参
加
者
募
集

 

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
国
内

最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
が
佐
野
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
　
10
／
25
㈮
～
27
㈰

会
場
　
佐
野
市
文
化
会
館
ほ
か

対
象
　
次
の
①
～
③
全
て
の
要
件

を
満
た
す
方
・
10
人
（
選
考
決
定
）

①
20
歳
以
上
で
、
市
税
等
未
納
の

な
い
小
山
市
民
②
男
女
共
同
参
画

に
関
心
の
あ
る
方
③
小
山
市
男
女

共
同
参
画
推
進
員
等
と
し
て
活
動

で
き
る
方

そ
の
他
　
参
加
に
係
る
費
用
の
一

部
を
市
で
負
担
、
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

申
込
み
　
５
／
24
㈮
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
男
女
共
同

参
画
課
☎
�
８
０
７
８

女
子
高
生
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
参
加

者
募
集

 

自
分
の
人
生
の
主
人
公
は
ワ
タ

シ
。
新
し
い
時
代
を
生
き
る
女
子

の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
講
座
で
す
。

社
会
人
女
性
の
経
験
談
や
話
し
合

い
を
通
じ
て
、
将
来
な
り
た
い
自

分
に
な
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
　
８
／
７
㈬
13
時
半
～
15
時

45
分

会
場
　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

対
象
　
市
内
高
校
等
に
在
学
、
ま

た
は
市
内
在
住
で
市
外
高
校
等
に

在
学
し
て
い
る
女
子
高
校
生
・
30
人

そ
の
他
　
参
加
無
料
、
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

申
込
み
　
５
／
31
㈮
ま
で
に
男
女

共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

「
と
ち
ぎ
ウ
ー
マ
ン
応
援
塾
」
受

講
生
募
集

研
修
期
間
　
７
／
６
㈯
～
11
／
９

㈯
（
全
７
回
）

会
場
　
パ
ル
テ
ィ
（
と
ち
ぎ
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）
ほ
か

対
象
　
①
審
議
会
や
自
治
会
等
の

社
会
的
な
場
に
参
画
す
る
意
欲
の

あ
る
女
性
②
自
ら
一
歩
踏
み
出
し

た
い
と
考
え
て
い
る
女
性

定
員
　
20
人
程
度
（
６
月
中
に
と

ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
に

て
選
考
決
定
）

そ
の
他
　
参
加
無
料
（
※
第
６
回

の
「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
９
さ

の
」
に
参
加
さ
れ
る
場
合
は
別
途

参
加
費
が
必
要
）、
一
時
保
育
あ
り

（
満
１
歳
か
ら
就
学
前
の
子
１
人
１

回
500
円
※
第
６
回
は
な
し
）

申
込
み
　
６
／
12
㈬
ま
で
に
所
定

の
申
込
書
（
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を

男
女
共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

日
時
　
５
／
11
㈯
９
時
～
正
午

（
受
付
８
時
半
）

会
場
　
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇

生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
等

定
員
　
小
山
市
ま
た
は
野
木
町
に

在
勤
、
在
学
お
よ
び
在
住
す
る
方

先
着
30
人
・
参
加
無
料

申
込
み
　
４
／
15
㈪
～
30
㈫
に
消

防
署
救
急
係
☎
�
６
６
６
６
、
大

谷
分
署
☎
�
３
４
５
０
、
間
々
田

分
署
☎
�
０
０
０
９
、
野
木
分
署

☎
０
２
８
０
�
１
１
１
９
、
豊
田

分
署
☎
�
０
１
１
９
、
桑
分
署
☎

�
３
４
０
３
、
絹
分
遣
所
☎
�

３
１
１
９

小
野
塚
イ
ツ
子
記
念
青
少
年
健
全

育
成
活
動
事
業

　
故
小
野
塚
イ
ツ
子
さ
ん
の
遺
志

を
も
と
に
創
設
し
た
「
小
野
塚
イ

ツ
子
記
念
青
少
年
健
全
育
成
基

金
」。
こ
れ
を
活
用
し
、
次
代
を

担
う
青
少
年
に
夢
と
希
望
を
与
え

る
人
材
育
成
事
業
や
健
全
育
成
事

業
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助
成
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コース名 日時・受講料・定員
TIG溶接技能クリニック 5/11.18·9:30 ～ 16:30

11,500円·10人
なぜなぜ分析による製造
現場の問題解決

5/15.16·9:30 ～ 16:10
9,000円·20人

２次元ＣＡＤによる機械
設計技術

5/18.25·9:30 ～ 17:00
9,000円·15人

ＰＬＣ制御の回路技術（機
械の自動化のためのラ
ダー回路設計技術）

5/21.28·9:10 ～ 15:50
6,500円·10人

関東職業能力開発大学校能力開発セミナー
申込み 同校援助計画課☎31-1733

し
ま
す
。

期
間
　
４
／
12
㈮
～
５
／
24
㈮

対
象
　
市
内
在
住
の
個
人
や
市
内

で
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
行
う

団
体
な
ど

※
別
の
補
助
を
受
け
ら
れ
る
活
動

や
政
治
・
宗
教
・
営
利
に
結
び
つ

く
事
業
は
除
く

申
込
み
　
生
涯
学
習
課
☎
�

９
６
７
１

ガ
イ
ド
と
行
く
渡
良
瀬
遊
水
地

「
春
の
昆
虫
観
察
」

日
時
　
５
／
15
㈬
９
時
～
正
午

会
場
　
生
井
公
民
館
・
渡
良
瀬
遊

水
地

内
容
　
現
地
の
昆
虫
観
察
（
雨
天

時
室
内
）

講
師
　
大
川
秀
雄
先
生

定
員
　
先
着
20
人
・
参
加
無
料

申
込
み
　
４
／
26
㈮
ま
で
に
生
井

公
民
館
☎
�
４
０
０
４

ガ
イ
ド
と
行
く
渡
良
瀬
遊
水
地

「
春
の
植
物
観
察
」

日
時
　
５
／
22
㈬
９
時
～
正
午

会
場
　
生
井
公
民
館
・
渡
良
瀬
遊

水
地

内
容
　
現
地
の
植
物
観
察
（
雨
天

時
室
内
）

講
師
　
大
和
田
真
澄
先
生

定
員
　
先
着
20
人
・
参
加
無
料

申
込
み
　
４
／
26
㈮
ま
で
に
生
井

公
民
館
☎
�
４
０
０
４

思
川
の
野
草
を
食
べ
る
会

　
思
川
で
採
取
し
た
野
草
を
料
理

し
て
、
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
４
／
13
㈯
10
時
～
14
時

会
場
　
中
央
公
民
館
料
理
実
習
室

定
員
　
先
着
10
人
・
参
加
無
料

申
込
み
　
思
川
に
思
い
を
は
せ
る

会
事
務
局
（
水
と
緑
の
推
進
課
）

☎
�
９
８
７
８

大
ホ
ー
ル
で
ピ
ア
ノ
を
弾
き
ま
せ

ん
か
？

日
時
　
４
／
13
㈯
・
14
㈰
10
時
～

15
時

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

内
容
　
30
分
千
500
円
（
１
人
最
長

1
時
間
ま
で
利
用
可
）

申
込
み
　
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�

９
５
５
２

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教

室日
程
　
①
４
／
20
㈯
御
朱
印
帳
づ

く
り
②
４
／
24
㈬
ま
ゆ
ク
ラ
フ

ト
「
ミ
ミ
ン
ズ
ク
を
作
ろ
う
」
③

４
／
27
㈯
～
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
～
ブ

ロ
ー
チ
作
り
④
５
／
４
㈯
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
体
験
⑤
５
／
11
㈯
・
18
㈯

２
回
で
仕
上
げ
る
・
お
り
り
ん
麻

ひ
も
バ
ッ
グ
作
り

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ

フ
ト
館

参
加
費
　
①
千
500
円
、
②
500
円
、

③
800
円
、
④
千
円
、
⑤
２
千
500
円

※
時
間
・
詳
細
は
要
問
合
せ

申
込
み
　
４
／
３
㈬
９
時
か
ら
同

館
☎
�
６
４
７
７
※
当
日
予
約
可
、

た
だ
し
、
事
前
予
約
優
先
。
②
は

事
前
予
約
の
み
受
付
。
⑤
は
両
日

参
加
で
き
る
方
の
み
受
付

お
は
な
し
び
っ
く
り
箱

日
時
　
４
／
23
㈫
10
時
半
～
11
時

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー（
ゆ
め
ま
ち
）プ
レ
イ
ル
ー

ム内
容
　
絵
本
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
な
ど

対
象
　
未
就
学
児
（
要
保
護
者
同

伴
）・
参
加
無
料
・
申
込
不
要
　

問
ゆ
め
ま
ち
☎
�
９
９
３
５

み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室
（
上

期
）

日
時
　
４
月
～
9
月
の
第
４
土
曜

日
10
時
～
11
時

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー（
ゆ
め
ま
ち
）多
目
的
ホ
ー

ル内
容
　
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
公
認
指

導
士
に
よ
る
教
室

そ
の
他
　
上
履
き
持
参
・
参
加
無

料
・
申
込
不
要

問
ゆ
め
ま
ち
☎
�
９
９
３
５

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

■
ケ
ー
ナ
奏
者
Ｒ
ｅ
ｎ
コ
ン
サ
ー

ト
　
６
／
２
㈰
開
場
13
時
半
、
開
演
14

時
、
終
演
15
時
45
分
（
予
定
）
▽

ケ
ー
ナ
：
Ｒ
ｅ
ｎ
氏
、
ピ
ア
ノ
：

小
関
基
之
氏
▽
120
人
▽
２
千
円
▽

曲
目
：
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い

く
、
コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
、
南
米
の

曲
、
日
本
の
曲
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

■
「
相
続
・
贈
与
を
巡
る
基
礎
知

識
、
資
産
を
巡
る
話
題
」
第
２
回

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

５
／
21
㈫
10
時
半
～
正
午
▽
田
中

政
広
氏
（
野
村
證
券
㈱
）
▽
30
人

▽
無
料
（
筆
記
用
具
持
参
）

■
ク
ラ
フ
ト
講
座
「
曼
だ
羅
」（
糸

掛
け
）

５
／
21
㈫
13
時
半
～
15
時
半
▽
田

仲
陽
子
氏
▽
20
人
▽
２
千
200
円

申
込
み
　
４
／
５
㈮
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

小 山 市 コ ミ ュ ニ
ティ FM「おーラジ」
77.5MHzで毎日生放
送！（7:00～ 21:00）
普段は市の身近で魅力
的な情報を、災害時に
は気象情報や交通情報
等をリアルタイムに発
信しています。

4月の
行政テレビ

　視聴にはテレビ小
山放送㈱のケーブル
テレビへの加入が必
要となります。
　 デ ジ タ ル101chを
選局ください。
問秘書広報局22–9353

時期 市役所からこんにちは　6:00　9:00　12:30　15:00　18:00　21:00　0:00 広報番組　7:30 から 3時間ごと

上旬 ■幼稚園・認定こども園　子育て支援事業
■まり・びわ古墳はなまつり　等

■「おやまぁ」発見！開運
のまち小山へようこそ
■安房神社

中旬 ■第17回おやまブランドまつり　等
■たばこによる火災防止
■小山を100倍楽しめるク
イズ　初級編

下旬 ■平成31年車屋美術館スケジュールおよび第46回企画展　等
■教えて！分別博士
■小山を100倍楽しめるク
イズ　中級編

月間 ■イベント情報/秘書広報局　■英会話講座「G'day OYAMA」/国際交流員　等
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エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
験
入
会
者
募
集

４
／
３
～
５
／
29
ま
で
の
水
曜
日

10
時
～
11
時
半
（
５
／
１
㈬
は
除

く
）
▽
県
南
体
育
館
２
階
剣
道
場

▽
女
性
限
定
・
体
験
2
回
は
無

料
、
月
謝
千
200
円
▽
申
込
み
：
小

山
ジ
ャ
ギ
ー
ク
ラ
ブ
・
岡
部
☎

０
８
０
・
１
０
１
６
・
８
０
３
８

お
や
ま
広
報
大
使
だ
い
す
キ
ッ
ズ

感
謝
祭

４
／
７
㈰
13
時
開
場
、
14
時
開
演

▽
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
全

国
唯
一
の
小･

中
学
生
フ
ラ
ッ
グ

チ
ー
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
▽
入
場
無
料
▽

年
に
一
度
の
メ
ン
バ
ー
募
集
中

▽
問
だ
い
す
キ
ッ
ズ
事
務
局
☎

０
９
０
・
２
５
３
７
・
２
８
３
５

第
24
回
春
だ
！
た
の
し
い
人
形
劇

４
／
14
㈰
11
時
～
正
午
▽
中
央
図

書
館
２
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル
▽
人
形

劇
「
な
か
よ
し
」、「
か
し
こ
い
ブ

タ
と
お
姫
様
」
▽
問
福
間
☎
�

５
３
６
５

第
15
回
え
い
ぶ
る
の
里
ま
つ
り

４
／
13
㈯
10
時
～
13
時
半
▽
え
い

ぶ
る
の
里
▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
自
主
製
品
販
売
な
ど
た
の
し

い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
▽
問
え

い
ぶ
る
の
里
☎
�
４
５
６
１

絵
画
（
油
彩
・
水
彩
）
の
体
験
講

座
募
集

４
／
21
㈰
・
５
／
19
㈰
９
時
～
正

午
▽
マ
ル
ベ
リ
ー
館
▽
先
着
10
人

▽
画
材
は
参
加
者
が
準
備
▽
初
心

者
歓
迎
▽
問
申
込
み
：
４
／
10
㈬

ま
で
に
海
老
沼
☎
�
４
６
６
７

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

５
／
15
㈬
・
31
㈮
、
６
／
21
㈮
、

７
／
18
㈭
・
19
㈮
、
９
／
20
㈮
・

27
㈮
、
10
／
18
㈮
10
時
半
～
12
時

半
▽
中
央
図
書
館
２
階
視
聴
覚

ホ
ー
ル
▽
興
味
が
あ
り
全
日
程
参

加
で
き
る
方
、
講
座
修
了
後
に
会

員
と
し
て
活
動
で
き
る
方
▽
先
着

20
人
▽
３
千
円
（
受
講
料
）
▽
申

込
み
：
同
実
行
委
員
・
村
瀬
☎
�

６
５
５
０

第
６
回
小
山
市
な
ぎ
な
た
体
験
教
室

礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
日
本
の

伝
統
武
道
「
な
ぎ
な
た
」
を
体
験

し
て
み
よ
う
▽
５
／
12
㈰
10
時
～

正
午
（
９
時
半
受
付
）
▽
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
▽
参
加
無
料
（
保

険
料
100
円
は
実
費
）
▽
問
県
な
ぎ

な
た
連
盟
お
や
ま
教
室
・
萱
場
☎

０
９
０
・
９
８
４
８
・
４
２
９
２

（
17
時
以
降
）

文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
入
門
講
座

～
下
野
人
形
を
作
ろ
う
～
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ

５
／
25
㈯
13
時
半
～
16
時
▽
小
山

市
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お

や
ま
～
る
」
▽
親
子
同
伴
大
歓

迎
・
先
着
20
人
▽
千
円
（
材
料

費
）
▽
問
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎

⒇
５
５
６
２

小
山
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
会
員

募
集

応
募
要
件
：
市
内
在
住
（
高
校

生
以
上
）
▽
年
会
費
：
７
千
円

▽
受
付
：
小
山
思
い
の
森
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
内
当
協
会
事
務
局

９
時
～
15
時
（
火
曜
定
休
）
▽

駐
車
場
：
新
小
山
市
民
病
院
東

側
▽
体
験
可
▽
問
事
務
局
☎

０
８
０
・
５
１
７
３
・
２
７
４
７

大
人
の
朗
読
講
座
会
員
募
集

毎
月
第
１
火
曜
日
10
時
～
11
時
半

▽
マ
ル
ベ
リ
ー
館
▽
講
師
：
渡
辺

紀
子
先
生
▽
受
講
料
千
円
▽
問
鈴

木
☎
�
３
３
７
６

海
浜
の
旬
・
メ
ロ
ン

①
６
／
１
㈯
～
２
㈰
②
６
／
８
㈯

～
９
㈰
１
泊
２
日
▽
と
ち
ぎ
海
浜

自
然
の
家
▽
メ
ロ
ン
狩
り
体
験
、

メ
ロ
ン
試
食
、
塩
づ
く
り
、
砂

浜
遊
び
、
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料

理
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
、
し
お
り
づ

く
り
他
▽
各
回
県
民
約
200
人
※
超

過
時
抽
選
▽
300
円
～
７
千
600
円
▽

申
込
み
：
①
４
／
29
㈪
ま
で
②
５

／
６
㈪
ま
で
に
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
番
号
、
参
加
者
名
、
性

別
、
年
齢
（
学
年
）
を
、
と
ち
ぎ

海
浜
自
然
の
家
☎
０
２
９
１
�

４
０
０
４

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の
夏
休
み

海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
者
募
集

７
／
26
㈮
～
８
／
20
㈫
８
～
18

日
間
（
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
）

▽
小
学
３
年
～
高
校
３
年
生
▽

研
修
先
：
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
フ
ィ
ジ
ー
▽
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
文
化

交
流
な
ど
▽
36
万
～
65
万
円
▽

申
込
み
：
５
／
24
㈮
ま
で
（
公

財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

２
０
１
９
年
度
「
協
会
け
ん
ぽ
」

の
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

　
中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ

の
ご
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支

部
」
の
２
０
１
９
年
度
の
健
康
保

険
料
率
は
据
え
置
き
で
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
料
率
は
現
在
の

１
．
５
７
％
か
ら
１
．
７
３
％
へ

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。
変
更
時

期
は
４
月
納
付
分
か
ら
と
な
り
ま

す
▽
問
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
☎

０
２
８
・
６
１
６
・
１
６
９
２

国
家
公
務
員
募
集

２
０
１
９
年
度
に
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
▽
受
付
：
総
合
職
（
院

卒
・
大
卒
程
度
）
▼
４
／
８
㈪
ま

で
、
一
般
（
大
卒
程
度
）
▼
４
／

５
㈮
～
17
㈬
、
一
般
（
高
卒
・
社

会
人
）
▼
６
／
17
㈪
～
26
㈬
▽
申

込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
行

い
ま
す
▽
問
人
事
院
関
東
事
務
局

☎
０
４
８
・
７
４
０
・
２
０
０
６

「
栃
木
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー
」
企
業
訪
問
支
援
の
ご
案
内

　「
働
き
方
改
革
」
に
取
組
む
事

業
者
の
皆
さ
ま
を
支
援
し
ま
す
。

社
会
保
険
労
務
士
等
の
専
門
家
が

無
料
で
企
業
へ
訪
問
し
、
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
▽
問
栃
木
労
働
局
☎

０
２
８
・
６
３
３
・
２
７
９
５

４
月
県
立
博
物
館
開
催
行
事

「
下
野
の
鎌
倉
街
道
ー
道
を

行
き
交
う
人
と
物
ー
」
▽
４

／
27
㈯
～
６
／
16
㈰
▽
関
連

イ
ベ
ン
ト
有
り
▽
問
同
館
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

４
月
県
立
美
術
館
開
催
行
事

「
画
中
の
よ
そ
お
い
」
▽
４
／

20
㈯
～
６
／
16
㈰
９
時
半
～
17

時
（
入
館
16
時
半
ま
で
）
▽
休

館
：
月
曜
（
４
／
29
㈪
、
５
／

６
㈪
は
開
館
）、
５
／
７
㈫
▽
関

連
イ
ベ
ン
ト
有
り
▽
問
同
館
☎

０
２
８
・
６
２
１
・
３
５
６
６

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

　
掲
載
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

掲
載
希
望
の
方
は
秘
書
広
報
局
へ
☎

�
９
３
５
３
［
原
稿
の
締
切
は
発
行
日

（
毎
月
１
日
）
の
お
よ
そ
50
日
前
で
す
］

新小山市民病院だより
３/１号のドック予約に誤りが
ありました
　正しくは下記のとおりです。
お詫びして訂正いたします。
●受付時間
平成31年4月8日から
誤　3時00分～ 16時00分まで
正　13時00分～16時00分まで
●電話番号
誤　0285-36-0350･0351
正　0285-36-0250･0251
問同院予防医学センター☎36-0251



すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･ 福祉センター 3 階）

広報小山 2019.4月号　24

乳幼児健康相談　　　 （要申込）
日　時　5月21日㈫
　　　　計測のみの方　
　　　　　9:00 ～ 11:00
　　　　相談ありの方
　　　　　①9:00 ～ ②9:30 ～
　　　　　③10:00 ～④10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　4月22日㈪13:00から
　　　　☎22�9527

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～

（無料・要申込）
　運動普及推進員さんと一緒に手軽
なトレーニングを体験しましょう！
日　時　4月18日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
　　　　み物、タオル、ヨガマット
　　　　（お持ちの方）
申込み　☎22�9607

マタニティクラス
はじめての妊娠クラス（第2課） 

 （要申込）
日　時　5月20日㈪13:15 ～ 16:00
　　　　（受付13:00 ～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　原則16週以降の妊婦とそ
　　　　の家族
内　容　・赤ちゃんのお風呂の入れ方
　　　　・妊婦さん体験
　　　　・助産師講話「産後の生活を
　　　　　イメージしてみましょう」
持ち物　母子健康手帳、申込書
参加費　テキスト代250円
申込み　☎22�9527

乳幼児健診　　　　問☎22�9527
　対象者には約1カ月前に通知を送
ります。受診日時・会場等は通知を
ご確認ください。
持ち物　母子健康手帳、問診票
■乳児健診
＊2019年1月・2月生まれの乳児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
6月5日㈬・19日㈬
7月3日㈬・30日㈫ 保健・福祉センター

6月13日㈭
7月19日㈮

健康医療介護
総合支援センター

■9カ月児健康相談
＊2018年8月・9月生まれの乳児対象
受付時間　9:30 ～ 10:15

期　日 会　場
6月5日㈬・19日㈬
7月3日㈬ 保健・福祉センター

6月13日㈭
7月19日㈮

健康医療介護
総合支援センター

■1歳6カ月児健診
＊2017年11月・12月生まれの幼児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
6月12日㈬・27日㈭
7月4日㈭・11日㈭ 保健・福祉センター

6月20日㈭
7月26日㈮

健康医療介護
総合支援センター

■2歳児歯科健診（全地区）
＊2017年6月・7月生まれの幼児対象
受付時間　①9:15 ～ 9:45
　　　　　②10:15 ～ 10:45

期　日 会　場
6月6日㈭・12日㈬
7月10日㈬・25日㈭ 保健・福祉センター

■3歳児健診（全地区）
＊2016年3月・4月生まれの幼児対象
受付時間　13:00 ～ 14:00

期　日 会　場
6月6日㈭・18日㈫・25日㈫
7月10日㈬・18日㈭・25日㈭

保健・福祉
センター

離乳食教室　　　　　 （要申込）
日　時　5月10日㈮9:30 ～ 11:45
　　　　（受付9:15 ～）
会　場　保健・福祉センター
対　象　生後7、8カ月頃の児とそ
　　　　の保護者
内　容　栄養士・歯科衛生士による
　　　　講話、調理デモンストレー
　　　　ション見学・試食
定　員　先着20組
参加費　材料代100円
申込み　4月10日㈬から☎22�9527

よい歯のコンクール参加者募集
3歳児の部
　2018年4月1日 ～ 2019年3月31
日までに3歳児健康診査を受け、む
し歯がなく口の中が健康な幼児
親と子の部
　2018年4月1日 ～ 2019年3月31
日までに3歳児健康診査を受け、む
し歯がなく、口の中が健康な「父親
と幼児」または「母親と幼児」
※応募はどちらか一方の部のみ
申込み　所定の用紙に記入し4月26
　　　　日㈮までに健康増進課へ
問☎22-9608・9527

おーラジ（FM77.5）OYAMA
開運ラジオ「健康情報番組」
　小山地区医師会・小山歯科医師会
･小山薬剤師会の先生方による、健
康や医療･介護についてお伝えする
情報番組です。小山の地域医療を守
り育てていくには、先生方と私たち
市民一人ひとりが健康･医療･介護
について意識することが大切です。
お聴き逃しなく！
日　時　4月11日㈭12:00 ～ 12:55
内　容　睡眠について
※事前もしくは番組放送中にご質
問等をお受けします
問☎27-0500

検診日・受付時間
検診項目 女

性
限
定

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗
しょう症胃 肺・大腸 前立腺 子宮 乳      

7 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
8 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

10 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
14 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター

17 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
14:00 ～ 15:30 × × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

21 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
24 ㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 小山東出張所
25 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
27 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
29 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 大谷公民館
30 ㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター

申込み　広報小山3月号と同時配布の「2019
　　　　年度健康のしおり」内の検診申込み
　　　　書からお申込みください。折り返し
　　　　「集団健診のお知らせ（問診票）」を
　　　　送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)
　　　　②受診券（基本健診受診者のみ）
　　　　③健康保険証
　　　　④その他指定されたもの
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）
は、検診当日40･45･50･55･60･65･70歳の
女性市民が対象です。希望者は年齢確認ので
きるものを持参し各会場へ直接お越しくださ
い。（申込み不要）

5月の集団検診（要申込） ＊12・1・2月生まれの方対象 問☎22�9522

❖保健・福祉センターの検診は、駐車場が混み合う可能性があります。乗り合わせや公共交通機関の利用等、ご協力をお願いします。
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5 月の一次救急医療機関

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251�7
　　　（健康医療介護総合支援センター内）
☎39�8880・FAX39�8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251�7
　　　（健康医療介護総合支援センター内 )
☎39�8881・FAX39�8883
日時　日曜・祝日・振替休日・
　　　年末年始（12/31 ～ 1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科
診療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3
薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2�4�3 ☎44�7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1�15�4 ☎53�1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31�1331
④ 杉村病院 小山市城山町2�7�18 ☎25�5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45�7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320�2 ☎0280�57�1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に各医
療機関に電話で確認してくださ
い。夜間、医師が交代で当直制
をとっており、希望する治療が
困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27�0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

5 6 7 8 9 10 11
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
12 13 14 15 16 17 18
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
19 20 21 22 23 24 25
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
26 27 28 29 30 31
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥

 カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

　母子健康手帳でお子さんの予防接種歴を確認しましょう。
　まだお済みでない予防接種がある場合は、小山市委託医療機関で接種を受けてください。
　事前に医療機関にご連絡のうえ、予防接種の通知または小山市に住所があることを証明するもの（保険証等）
と、母子健康手帳をお持ちください。
　医療機関によってはワクチンが不足している場合がありますので、ご注意ください。

問健康増進課☎22―9524
予防接種はお済みですか？

ワクチン名（種類） 助成対象期間

定
期
接
種

小児用肺炎球菌 不活化 生後2カ月から
60カ月（5歳）に至るまでHib（ヒブ） 不活化

B型肝炎 不活化 2カ月以上１歳未満
ポリオ（IPV）

（急性灰白髄炎） 不活化

生後3カ月から
90カ月（7歳6カ月）に至るまで

三種混合（DPT）
（ジフテリア・百日咳・
破傷風）

不活化

四種混合（DPT�IPV)
（ジフテリア・百日咳・
破傷風・ポリオ）

不活化

BCG（結核） 生 12カ月（1歳）に至るまで

麻しん風しん混合
（MR) 生

1期：1歳から2歳に至るまで
2期：就学前1年間
　　　（4/1 ～ 3/31）

みずぼうそう（水痘） 生
1歳から3歳に至るまで
※水痘にかかったことのある
場合、対象外

ワクチン名（種類） 助成対象期間

定
期
接
種

日本脳炎 不活化
1期：生後6カ月から90カ月
　　  （7歳6カ月）に至るまで
2期：9歳以上13歳未満

二種混合（DT)
（ジフテリア・破傷風） 不活化 11歳以上13歳未満

子宮
頸がん

サーバリックス 不活化 小学6年生～高校1年生に相当
する年齢の女性ガーダシル 不活化

任
意
接
種

ロタ
ウイルス

ロタリックス 生 生後6週から24週(もしくは32
週）に至るまで
1回7,000円の助成
※助成回数は2回までロタテック 生

おたふくかぜ 生 1歳以上2歳未満
1回3,000円の助成

※母子健康手帳には、お子さんの健康状態や予防接
種の履歴が記載してありますので、今後も大切に保
管しましょう

救急車を呼ぶ？病院に行く？迷ったときは（概ね15歳以上）
とちぎ救急医療電話相談　#7111

毎日18:00 ～ 22:00
※4月6日㈯から土･日･祝休日は16:00 ～ 22:00に拡大
※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028�623�3344

急な発熱・頭をぶつけた・嘔吐、
けいれんなど病院に行くか判断に困ったら

とちぎ子ども救急電話相談　#8000
月～土18:00 ～翌朝8:00 ／日・祝休日8:00 ～翌朝8:00
※ダイヤル電話・IP電話・PHSご利用の場合は、
　☎028�600�0099



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 19㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 24㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談）
 14･28㈫

10:00〜12:00
社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 9㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 11㈯10:00〜12:00
15㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 8㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 14㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 9㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 15･22㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 7㈫  9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 19㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制

26㈰ 9:00〜12:00
 13:00〜16:00 納税相談室　納税課☎22–9444

人権相談 10㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

11㈯14:00〜16:00
15㈬ 9:30〜11:30 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

22㈬ 9:30〜11:30
25㈯14:00〜16:00 場所：大谷出張所

22㈬ 9:30〜11:30
25㈯14:00〜16:00 場所：間々田出張所

8㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
15㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 14㈫14:00〜15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22–9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

   7･21㈫
10:00〜15:00

 14･28㈫
13:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
　7･21㈫は電話相談可
　　（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

女性のための心の相談予約制 27㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078

創業･経営･キャリア・クラウド
ファンディング相談予約制

 4･18㈯
9:00〜12:00

中小企業診断士、ビジネスコーチ※日程変更可　
工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談5
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図書館つうしん（5月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
としょかんこどもまつりおはなし会 1 ㈬ 15:30

おはなしこんにちは 8 ㈬ 10:30

おやま分館ピッコロおはなし会(小山分館) 10 ㈮ 11:00

おはなしメロディ 12 ㈰ 14:00

ままだ分館おはなしかい ( 間々田分館 ) 14 ㈫ 15:30

おはなしウェンディ0・1・2 15 ㈬ 11:00

わくわくマルベリーおはなし会（桑分館）18 ㈯ 13:30

おこれんのおはなし会 19 ㈰ 14:00
ゆめまちおはなしかい
(城南市民交流センター) 25 ㈯ 10:30

はなしのこべやおはなしかい 26 ㈰ 14:00

■ 5月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　7㈫・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　1㈬〜3㈮・6㈪・7㈫・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　1㈬〜3㈮・6㈪・7㈫・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休
　館日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　1㈬〜3㈮・6㈪・7㈫・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用　
　返却ポスト」へ

●2019年度子ども司書養成セミナー受講者募集　問中央図書館☎21-0753
対象　市内在住の小学校および義務教育学校5・6年生（定員16人/先着順）
日時　5/19、6/2・16、7/7・21、8/4・18、9/8、10/13・27（各日曜日）9:30 〜11:30
申込み　4/2㈫〜 5/10㈮までに中央図書館児童サービスデスクへ直接、または電話
■こどもの読書週間（4/23㈫～5/12㈰）イベント「としょかんこどもまつりおはなし会」
日時　5/1㈬15:30 〜　会場　中央図書館児童開架室おはなしコーナー※申込み不要

※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館か
らの借用資料は、破損の恐れがありますの
でポストへの返却はご遠慮ください

日　時 会　場

8 ㈬
10:10 〜 10:40 もみじ保育所
12:55 〜 13:45 豊田南小学校

9 ㈭
10:10 〜 10:40 大谷南小学校
13:00 〜 13:40 網戸小学校

10 ㈮
10:10 〜 10:40 萱橋小学校
12:50 〜 13:40 大谷東小学校

14 ㈫
10:00 〜 10:30 寒川小学校
12:50 〜 13:40 乙女小学校

15 ㈬
  9:55 〜 10:35 中小学校
13:00 〜 13:50 間々田小学校

16 ㈭
10:30 〜 11:20 小山東ニュータウン
13:00 〜 13:30 下生井小学校

17 ㈮
10:00 〜 10:30 絹義務教育学校
13:00 〜 13:50 羽川西小学校

21 ㈫
10:10 〜 10:40 中久喜保育所
13:00 〜 13:50 間々田東小学校

22 ㈬
10:10 〜 10:40 絹保育所
12:40 〜 13:30 豊田北小学校

23 ㈭
  9:50 〜 10:20 穂積小学校
12:40 〜 13:30 羽川小学校

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

13･20･27㈪ 16:30〜17:10（40分間）
17:20〜18:00（40分間） 各日先着2人 白鷗大学本キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20–8110
3/25㈪から受付中　　時間9:00〜16:30



納税のお知らせ 土日祝市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

■5月7日㈫は固定資産税1期、5月31日㈮は
軽自動車税の納期限日です｡
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日除く）
19:00までの納税窓口延長もご利用ください。
■5月の日曜納税相談窓口は5月26日㈰8:30
～17:15です。
問納税課☎22–9442

日

　時

5月1日㈬・4日㈯・11日㈯・12日㈰・18日㈯・
19日㈰・25日㈯・26日㈰　各8:30 ～ 17:15
※5月1日（即位の日）・4日（みどりの日）は
本庁の市民課のみ開庁となります。そのほか
の出張所（城南出張所も含む）はお休みです。

毎週火・木曜日19:00まで延長
します
※取扱い業務についてはお問合せ
ください

場

　所

市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22–9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻等）は、
本庁舎北側入口の宿直室にて受付し
ます。夜間等、緊急な場合は、宿直
室☎22–9420へご連絡ください。
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５月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、3月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業

祝　小山市制65周年、開館10周年　第46回
企画展「塚原哲夫日本画展」（～ 6月9日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41–0968

祝　小山市制65周年記念特別展「甲冑と戦
の意匠」（～ 6月16日㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45-5331

1 日 ㈬ 即位の日
2 日 ㈭
3 日 ㈮ 憲法記念日
4 日 ㈯ みどりの日

5 日 ㈰
こどもの日
間々田のじゃがまいた 10:00 ～ 間々田八幡宮 文化振興課☎22-9669
みんなで歩け歩け運動 5 ㎞ 8:45 ～ 古河駅（西口）集合 生涯スポーツ課☎21–2695

6 日 ㈪ 振替休日
7 日 ㈫
8 日 ㈬
9 日 ㈭ 新体力テスト（高齢者の部）【要申込】 9:00 ～ 県南体育館剣道場 生涯スポーツ課☎21-2695

10 日 ㈮

11 日 ㈯
太陽観測会 11:00 ～ 12:30 博物館駐車場 博物館☎45-5331
定例観望会 19:30 ～ 21:00 生井公民館 博物館☎45-5331

12 日 ㈰
博物館ボランティアの常設展示案内

「じっくり知ろう小山の歴史」【要申込】 9:30 ～正午 博物館および館周辺史跡 同館☎45-5331

市民農園体験水田【要申込】 10:00 ～正午 市民農園（道の駅思川南側） 農政課☎22-9254 ○
13 日 ㈪
14 日 ㈫

15 日 ㈬ ガイドと行く渡良瀬遊水地「春の昆虫観察」
【要申込】 9:00 ～正午 生井公民館・渡良瀬遊水地 生井公民館☎45-4004 ○

16 日 ㈭
17 日 ㈮
18 日 ㈯
19 日 ㈰
20 日 ㈪
21 日 ㈫

22 日 ㈬ ガイドと行く渡良瀬遊水地「春の植物観察」
【要申込】 9:00 ～正午 生井公民館・渡良瀬遊水地 生井公民館☎45-4004 ○

23 日 ㈭ シニアハイキング【要申込】 8:00 ～ 小山総合公園第 2 駐車場集合 生涯スポーツ課☎21–2695
24 日 ㈮ 高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617
25 日 ㈯ 火起こし体験【要申込】 11:00 ～ 11:45 博物館 同館☎45-5331

26 日 ㈰
新体力テスト（青年の部）【要申込】 9:00 ～ 県南体育館剣道場 生涯スポーツ課☎21-2695
祝　小山市制65周年記念事業
日本 和食（日本料理）サミット2019in小山 10:00 ～ 17:00 高椅神社（高椅702） 農政課☎22-9255

27 日 ㈪
28 日 ㈫
29 日 ㈬
30 日 ㈭
31 日 ㈮

政光くん・寒川尼ちゃん
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問管財課☎22–9322
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家庭に眠っている食品をご提供ください
～フードドライブのご案内～

119番は、
火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災◦災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービスへ

☎０１８０－９
きゅう

９
きゅう

２
に

－１
い

９
く

０
わ

【24時間対応】

【小山市消防署調べ】2 月中の火災・救急

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
火災 8件（22件）　救急 660件（1,504件）

【小山警察署調べ】2 月中の交通事故
事故 29件（65件）　負傷者 34人（73人）　死者 2人（3人）
※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

　家庭で余った食品を市民の皆さまから持ち寄っていただ
き、NPO法人フードバンクとちぎに協力を依頼し、食べ物
に困っている人や福祉施設に提供する取組を行っています。
受付場所　市内11カ所の出張所および環境課
提供いただきたい食品
　①缶詰　②レトルト食品　③カップラーメン
　④パスタ・そうめん等の乾麺で密封されたもの
　⑤調味料（醤油・食用油）
　※上記の食品で、賞味期限が３カ月以上のものに限る
　※食品は室内で適正に管理されたものに限る
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【びん・缶】と
【ペットボトル】は
別々のコンテナに
袋から出して入れましょう

ごみの分別

　【びん・缶】と【ペットボトル】は、
2台の収集車が別々に収集してい
ます。4月から稼働しているリサ
イクルセンターでの作業にも大き
な影響を与えてしまうため、分別
にご理解ご協力をお願いします。
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